
先
ず
は
、
山
遊
会
だ
よ
り
が
30
号
ま
で
継
続

発
刊
で
き
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
う
。

私
が
山
遊
会
に
入
会
し
た
経
緯
は
、
新
入
会

員
の
同
好
会
説
明
会
時
に
、
初
代
山
遊
会
代
表

の
遠
山
氏
よ
り
誘
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
説
明

会
後
の
懇
親
会
会
場
で
遠
山
氏
と
地
理
、
無
線
、

人
脈
な
ど
の
会
話
に
な
り
、
少
し
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
面
白
い
会
に
見
え
た
。
そ
れ
に
遠
山
氏
は
酒

を
飲
ま
な
い
と
知
っ
て
、
私
自
身
の
酒
の
量
を

少
し
セ
ー
ブ
す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
、
直
ぐ

に
入
会
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際

に
入
会
し
て
み
る
と
大
酒
飲
み
の
会
員
が
多
く
、

全
く
の
当
て
外
れ
に
な
る
。
結
局
、
山
行
に
参

加
す
る
度
に
山
で
酒
を
飲
む
の
が
当
た
り
前
で
、

下
山
後
の
反
省
会
と
称
す
る
仕
上
げ
の
飲
み
会

が
付
い
て
い
た
。
で
も
そ
れ
が
嫌
で
は
な
く
、

む
し
ろ
楽
し
ん
で
い
る
自
分
が
い
て
あ
き
れ
た
。

17
年
以
上
経
っ
て
し
ま
っ
た
今
は
、
当
初
の

会
員
は
徐
々
に
退
会
し
た
り
、
参
加
が
困
難
に

な
っ
た
り
で
頭
数
が
少
な
く
な
り
寂
し
い
限
り

で
あ
る
。
今
で
は
、
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

も
徐
々
に
入
れ
替
わ
り
、
少
数
化
、
固
定
化
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
先
、
会
の
維
持
を
ど
う
す

る
か
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
一
つ
の
課

題
と
し
て
提
案
し
た
い
。

以
前
、
私
は
会
社
の
山
岳
部
で
活
動
を
し
て

い
た
。
先
輩
部
員
た
ち
は
山
岳
部
と
い
う
よ
り

山
を
口
実
に
下
山
後
の
温
泉
と
お
酒
を
楽
し
む

仲
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
輩
達
も
結
婚
や
仕
事

の
忙
し
さ
な
ど
の
理
由
で
参
加
し
な
く
な
り
、

当
時
の
若
手
で
あ
っ
た
私
が
取
り
残
さ
れ
た
。

丁
度
そ
こ
へ
、
新
人
の
後
輩
達
が
数
名
入
部
し

た
の
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
今
ま
で
の
活
動
を
不
満

足
に
思
っ
て
い
た
私
が
先
頭
に
立
ち
、
活
動
方

針
を
変
え
た
。
沢
登
り
、
冬
山
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
通
常
の
山
岳
部
が
行
う
当
た
り

前
の
活
動
で
あ
る
が
、
大
き
な
方
針
変
更
で
あ
っ

た
。
ま
た
都
岳
連
に
も
加
盟
し
、
外
部
と
の
か

か
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
活
動

幅
が
広
が
り
、
部
員
数
も
増
え
て
海
外
の
登
山

に
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
の
山
遊
会
も
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
が

進
み
、
新
し
い
活
動
の
方
向
を
打
ち
出
す
チ
ャ

ン
ス
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
本
当
は
体
力
と

行
動
力
の
あ
る
若
者
が
多
数
い
れ
ば
良
い
が
、

入
会
を
促
す
興
味
の
あ
る
山
行
や
魅
力
的
な
企

画
な
ど
が
行
え
な
い
と
難
し
い
。
現
在
の
私
は

加
齢
に
よ
る
体
力
、
頭
脳
な
ど
全
て
の
衰
え
が

判
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
以
前
の
よ
う
に
先
陣

切
っ
て
行
動
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
僭
越
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
中
か
ら
私
の
知
っ

て
い
る
技
術
、
知
識
を
教
え
る
こ
と
で
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
定
例
山
行
の
中
で
読
図
山
行
を
担

当
し
て
読
図
の
勉
強
、
最
近
で
は
集
会
時
間
前

の
ル
ー
ム
で
の
基
礎
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
を
機
会
に
私
以
外
の
会
員
も
得

意
と
す
る
知
識
、
技
術
を
会
員
に
伝
え
る
機
会

を
増
や
し
、
有
意
義
な
活
動
を
す
る
会
と
し
て

の
特
徴
が
出
せ
る
よ
う
に
提
案
し
た
い
。
例
え

ば
、
山
ご
飯
の
作
り
方
、
写
真
の
撮
り
方
、
動

植
物
の
知
識
、
山
道
具
の
知
識
、
天
体
、
焚
火
、

キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
み
方
、
近
郊
の
山
を
集
中
調

査
、
PC
や
ス
マ
ホ
の
使
い
方
な
ど
山
に
関
連
付

け
た
趣
味
、
興
味
あ
る
知
識
、
得
意
と
す
る
事

を
皆
で
お
互
い
に
講
師
に
な
り
伝
授
す
る
環
境

の
会
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
現

メ
ン
バ
ー
で
協
力
す
れ
ば
可
能
だ
と
思
う
。
教

え
る
こ
と
は
自
分
自
身
が
最
新
情
報
の
勉
強
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
認
知
症
の
防
止
に

も
な
る
。
会
が
面
白
く
な
れ
ば
、
自
然
に
人
も

集
ま
っ
て
活
性
化
し
て
く
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

戦
後
の
平
和
な
時
代
が
続
い
て
い
る
時
に
、

突
然
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
世
界
中
が
混

乱
し
、
我
々
登
山
愛
好
家
がStay

Home

さ

せ
ら
れ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
自

粛
要
請
が
出
て
二
ヵ
月
近
く
経
つ
今
も
、
山
に

行
け
ず
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
る
事
態
に
な
っ
て
い

る
。
私
だ
け
で
な
く
会
員
誰
し
も
が
山
行
が
で

き
な
く
て
、
体
力
や
精
神
衛
生
な
ど
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
思
う
。
ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
が
長
引

け
ば
筋
肉
の
衰
え
が
怖
い
。

こ
れ
ま
で
地
球
上
の
人
間
達
が
我
が
物
顔
で
環

境
破
壊
し
て
来
た
の
で
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
つ

い
に
他
の
生
物
達
の
逆
襲
が
始
ま
っ
た
気
が
す

る
。
鹿
、
猪
、
熊
な
ど
里
に
出
て
来
て
農
作
物

を
食
い
荒
ら
し
、
街
に
現
れ
て
人
に
危
害
を
加

え
て
い
る
。
小
生
物
だ
か
ら
と
油
断
し
て
い
る

と
、
ヒ
ア
リ
の
よ
う
な
外
来
危
険
生
物
な
ど
も

我
々
の
隙
を
狙
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
ア
フ
リ

カ
で
大
量
発
生
し
た
バ
ッ
タ
の
大
群
が
パ
キ
ス

タ
ン
ま
で
来
て
い
る
。
中
国
に
も
も
う
ま
も
な

く
到
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
農
作
物
と
言
わ

ず
山
の
植
物
も
含
め
て
す
べ
て
食
い
尽
く
さ
れ

る
。
食
糧
事
情
が
大
き
く
混
乱
し
日
本
へ
の
影

響
も
免
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
二
百
万
種
以
上
ウ

イ
ル
ス
の
中
か
ら
人
類
未
知
の
怖
い
ウ
イ
ル
ス

が
沢
山
あ
り
、
今
回
の
よ
う
に
人
間
自
身
の
行

動
で
広
が
る
の
で
怖
い
。
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
出
会
わ
な
い
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
、

自
粛
し
て
家
に
閉
じ
籠
っ
て
い
る
私
で
あ
る
。

地
球
上
生
物
の
棲
み
分
け
に
対
し
も
っ
と
謙

虚
に
反
省
し
て
、
お
互
い
に
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
人
間
が
努
力
す
る
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
。

最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
、

山
遊
会
だ
よ
り
を
ル
ー
ム
で
受
け
取
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 1 )

＊

巻
頭
言

＊

山
遊
会
に
想
う

山
遊
会
副
代
表

大
西

攻

定例会予定
2020年 5月28日（木） 6月25日（木）

7月30日（木） 8月27日（木）
9月24日（木） 10月22日（木）
11月26日（木） 12月17日（木）

2021年 1月28日（木） 2月25日（木）
3月25日（木） 4月22日（木）

⇒ 18：45 より、ルーム104号室にて
(原則毎月第4週木曜日に開催）

☆山遊会ホームページ
http://www.jac.or.jp/info/doukoukai/sanyukaihp/index.html30



3
月
2
日

参
加
7
名
が
同
じ
山
形
新
幹
線
で
米
沢
駅

に
到
着
。

先
週
の
入
笠
山
2
月
山
行
の
リ
ベ
ン
ジ
と

思
っ
て
勇
ん
で
き
た
が
、
駅
の
周
辺
は
雪
が

見
え
ず
一
瞬
不
安
が
よ
ぎ
る
。

路
線
バ
ス
は
混
雑
す
る
か
と
思
っ
て
い
た

が
バ
ス
停
に
は
誰
も
い
な
い
。
待
つ
こ
と
し

ば
し
、
到
着
し
た
湯
元
駅
前
行
の
路
線
バ
ス

は
出
入
り
口
が
１
ヶ
所
の
小
さ
な
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
。
定
刻
通
り
出
発
。

市
街
地
は
日
陰
や
空
き
地
に
は
若
干
雪
が

見
え
る
が
、
道
路
は
乾
い
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
バ
ス
が
市
街
地
を
抜
け
る
と
急
に
１
ｍ
以

上
積
も
っ
た
雪
が
出
現
。
路
肩
を
示
す
赤
白

に
塗
り
分
け
ら
れ
た
ポ
ー
ル
が
目
立
つ
。

道
路
は
除
雪
済
み
で
バ
ス
は
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
が
す
れ
違
う
車
は
ほ
と
ん
ど
な
し
。
白

布
温
泉
を
過
ぎ
ほ
ど
な
く
終
点
湯
元
駅
前
バ

ス
停
に
到
着
、
周
囲
の
駐
車
場
に
は
か
な
り

の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。

往
復
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
後
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
に
乗
り
湯
元
駅
か
ら
約
5
分
で
高
原

駅
に
到
着
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ご
主
人
が

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
お
出
迎
え
、
7
名

分
の
ザ
ッ
ク
・
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
、

我
々
は
空
身
で
雪
の
感
触
を
楽
し
み
な

が
ら

5
分
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
到
着
。

12
時
こ
ろ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
明
日

の
コ
ー
ス
の
下
見
散
策
の
身
支
度
・
準

備
に
入
る
。

松
島
さ
ん
は
昨
年
骨
折
・
手
術
し
た

腕
の
調
子
が
思
わ
し
く
な
く
ペ
ン
シ
ョ

ン
待
機
と
な
っ
た
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ご
主
人
の
機
転
で
購

入
済
み
の
往
復
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
券
を
払

い
戻
し
お
得
な
エ
リ
ア
宿
泊
者
用
ロ
ー

プ―

ウ
ェ
イ
＆
リ
フ
ト
2
日
間
乗
り
放

題
券
に
変
更
し
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
！

リ
フ
ト
乗
り
場
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
後
13
時
に
出
発
、
リ
フ
ト
3
基

を
乗
り
継
ぎ
約
30
分
で
北
望
台
へ
到
着
。

駐
車
場
の
車
の
数
に
比
べ
る
と
ゲ
レ

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 2 )

大
小
の
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が

立
ち
並
ぶ
西
吾
妻
山

中
臺

文
夫

3
月
山
行
・
西
吾
妻
山
の
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
散
策
ツ
ア
ー

日程：2019年3月2日（土）～3日（日）

目的地：西吾妻山

コース：3月2日（土）JR米沢駅10:22着 10:45発⇒（路線バス）⇒湯元駅前11:30着

⇒湯元駅11:40発⇒（天元台ロープウェイ）⇒高原駅11:45着 ペンションかもし

か11:50着（チェックイン＆荷造り） ペンション12:15発⇒（レストランで昼食

12:30～13:00）3基のリフトを乗り継ぎ北望台[ほくぼうだい]（1,810ｍ）13:30着

13:45発⇒かもしか展望台14:25⇒中大巓[ちゅうだいてん]（1,963.8ｍ）経由北

望台15:00着 15:05発⇒（リフト）⇒ペンション15:30着

3月3日（日）

ペンション8:15発⇒リフトで北望台8:45:着 9:00発⇒大凹[おおくぼ]⇒梵天岩10

:05着⇒西吾妻山山頂（2,035ｍ）10:30～10:45⇒梵天岩11:05着⇒北望台11:50着・

12:00発⇒（リフト）⇒ペンション12:30着（昼食＆荷造り12:45～13:30）高原駅

13:45発⇒（ロープウェイ）⇒湯元駅13:50着 14:30発⇒（路線バス）⇒JR米沢駅

15:20着

参加者:大西、片山、松島、石光、古閑、辻橋、中臺（7名）

係り:片山

記録:文/中臺 写真/辻橋・中臺

ロープウェイからの眺望 ロープウェイ湯元駅ガラガラのゲレンデとリフト

リフト乗継 リフト 空身でペンションへ

北望台から偵察開始 大西さんはスキーで片山さんに続け！



ン
デ
は
か
な
り
空
い
て
い
て
、
ス
キ
ー
持
参

の
大
西
さ
ん
は
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で
乗
り
放

題
リ
フ
ト
券
を
フ
ル
活
用
。

片
山
さ
ん
以
下
、
石
光
さ
ん
、
古
閑
さ
ん
、

中
臺
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
辻
橋
さ
ん
が
ワ
カ

ン
を
装
着
し
出
発
。
歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
古

閑
さ
ん
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
装
着
ベ
ル
ト
が

破
断
、
無
念
の
早
々
の
リ
タ
イ
ア
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

力
強
い
片
山
さ
ん
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う

に
3
人
が
続
き
、
樹
林
帯
を
ぬ
け
眺
望
の
よ

い
「
か
も
し
か
展
望
台
（
台
は
な
い
）
」
へ

到
着
。
周
囲
に
ち
ら
ほ
ら
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー

も
見
え
、
明
日
向
か
う
西
吾
妻
山
方
面
が
よ

く
展
望
で
き
る
。

こ
こ
で
辻
橋
さ
ん
が
大
自
然
の
罠
に
か
か
っ

て
し
ま
う
。
雪
を
踏
み
抜
き
胸
ぐ
ら
い
ま
で

潜
っ
て
し
ま
い
な
か
な
か
抜
け
出
せ
ず
片
山

さ
ん
が
ひ
っ
ぱ
り
あ
げ
や
っ
と
脱
出
。

ホ
ッ
と
す
る
ま
も
な
く
下
り
リ
フ
ト
の
時

間
が
せ
ま
り
下
見
散
策
は
こ
こ
ま
で
で
、
中

大
巓
分
岐
を
西
吾
妻
山
方
面
と
は
逆
に
左
折

し
中
大
巓
経
由
北
望
台
へ

15
時
に
戻
る
。

（
こ
の
コ
ー
ス
は
低
木
樹
林
帯
で
か
な
り
歩

き
づ
ら
か
っ
た
）

大
西
さ
ん
と
合
流
、
大
西
さ
ん
は
ス
キ
ー

で
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
下
山
、
我
々
は
リ
フ
ト
で

下
山
し
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
戻
っ

た
。夕

食
ま
で
時
間
が
あ
る

の
で
そ
れ
ぞ
れ
入
浴
や
荷

物
整
理
を
し
た
り
、
メ
ン

バ
ー
の
荷
物
置
き
場
に
と

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
部

屋
で
軽
い
宴
会
で
し
ば
し

懇
談
。

夕
食
後
再
度
懇
談
、
明
日
に
備
え
早

め
の
21
時
就
寝
で
初
日
を
終
わ
る
。

3
月
3
日

7
時
30
分
か
ら
の
朝
食
後
、
8
時

15
分
出
発
。
残
念
な
が
ら
松
島
さ
ん

は
や
は
り
腕
の
調
子
が
回
復
せ
ず
帰
京

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

天
気
も
良
く
風
も
な
く
、
昨
日
の
下

見
散
策
の
お
か
げ
で
リ
フ
ト
で
ス
ム
ー

ズ
に
8
時
50
分
に
北
望
台
到
着
。

今
日
は
片
山
さ
ん
は
つ
ぼ
足
、
辻
橋

さ
ん
は
ア
イ
ゼ
ン
、
大
西
さ
ん
は
ス
キ
ー

に
シ
ー
ル
装
着
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
組
は

応
急
修
理
し
た
古
閑
さ
ん
、
石
光
さ
ん
、

中
臺
の
3
名
と
、
思
い
思
い
の
装
備
で
西
吾

妻
山
頂
上
を
目
指
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
か
も
し
か
展
望
台
到
着
。

中
大
巓
分
岐
を
右
折
し
大
凹
へ
向
か
い
ゆ

る
く
下
り
、
そ
こ
か
ら
梵
天
岩
の
あ
る
ピ
ー

ク
へ
向
か
い
少
し
急
登
。
ミ
ド
ル
モ
ン
ス
タ
ー

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 3 )

展望台より西吾妻山方面を望む

空が広くなってきた

展望台で記念撮影 リトルモンスター？

ぬけ出せない・・・

これはリトルモンスター！ 中大巓経由下山コース

そろそろ下山開始

ボリュームたっぷりの夕食 軽く？宴会

見惚れました

大凹から梵天岩方面へミドルモンスターをぬって梵天岩を目指して



が
多
く
な
っ
て
き
て
み
ん
な
写
真
撮
影
に
忙

し
い
。

北
望
台
を
出
発
し
て
約
1
時
間
で
梵
天
岩

に
到
着
。
前
方
に
目
的
の
西
吾
妻
山
が
見
え

る
。

こ
こ
か
ら
再
度
ゆ
る
く
下
り
、
吾
妻
連

峰
最
高
峰
の
西
吾
妻
山
（
２
、
０
３
５
ｍ
）

へ
向
か
い
最
後
の
登
り
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
出

現
！
巨
大
な
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
の
間
を
ツ

リ
ー
ホ
ー
ル
に
気
を
付
け
な
が
ら
頂
上
を
目

指
す
。

10
時

30
分
に
頂
上
に
到
着
す
る
も
雪
の

た
め
か
標
識
も
見
え
ず
、
頂
上
ら
し
き
場
所

を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
ア
バ
ウ
ト
に
特
定
し
記
念
撮
影
。

他
の
登
山
者
も
頂
上
が
わ
か
ら
ず
み
ん
な
ウ

ロ
ウ
ロ
。

夏
の
頂
上
は
樹
林
の
中
で
眺
望
は
良
く
な

い
そ
う
だ
が
、
雪
の
季
節
の
眺
望
は
い
い
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 4 )

梵天岩からゆるい下り

梵天岩到着

スノーモンスター

スキーで登る大西さん 撮影で足が止まる

振り返ると朝日連峰

勇姿！！

山頂目指して

これだ！！

山頂記念撮影（大西さん転倒）

歓喜の記念撮影

朝日連峰？

下りリフトからこの方向はどこかな？



朝
日
連
峰
や
中
・
東
吾
妻
山
？
磐
梯
山
も

贅
沢
360
度
展
望
で
き
、
広
大
で
見
事
な
ス
ノ
ー

モ
ン
ス
タ
ー
群
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

撮
影
会
も
そ
こ
そ
こ
に
来
た
ル
ー
ト
を
戻
り

下
山
開
始
。

ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
や
眺
望
に
満
足
し
た

み
ん
な
の
足
取
り
は
軽
い
。

昨
日
の
中
大
巓
経
由
下
山
コ
ー
ス
は
歩
き

づ
ら
か
っ
た
の
で
、
中
大
巓
分
岐
か
ら
登
っ

て
き
た
コ
ー
ス
を
戻
り
12
時
前
に
北
望
台
に

到
着
。
12
時
30
分
に
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
帰
着
。

昼
食
・
荷
造
り
を
済
ま
せ
、
ま
た
ペ
ン
シ
ョ

ン
の
ご
主
人
に
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
ザ
ッ
ク
・

荷
物
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
高

原
駅
へ
。

早
く
も
来
年
は
雪
の
多
い

2
月
に
西
吾

妻
山
山
行
を
ペ
ン
シ
ョ
ン
か
も
し
か
泊
で
企

画
し
て
ほ
し
い
と
片
山
さ
ん
に
お
願
い
す
る

声
も
出
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下
山
後
、
帰

り
は
か
な
り
込
み
合
っ
た
マ
イ
ク
ロ
路
線
バ

ス
で
米
沢
駅
着
。

帰
り
の
新
幹
線
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
で

JR
米
沢
駅
で
解
散
と
し
た
が
、
食
い
し
ん
坊

と
酒
好
き
が
米
沢
牛
と
地
酒
を
と
意
気
投
合

し
、
結
局
6
名
全
員
が
駅
近
く
の
飲
食
店
で

あ
わ
た
だ
し
く
食
べ
・
飲
み
、
今
度
こ
そ
解

散
と
な
っ
た
。

晴
れ
女
の
辻
橋
さ
ん
パ
ワ
ー
か
、
参
加
者

の
行
い
が
良
い
の
か
、
山
行
両
日
と
も
天
気

が
良
く
風
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
ラ
ッ
セ
ル

片
山
」
の
出
番
は
な
か
っ
た
が
、
片
山
リ
ー

ダ
ー
の
パ
ワ
フ
ル
な
動
き
が
み
ん
な
を
け
ん

引
、
山
遊
会
の
目
的
で
あ
る
「
山
に
遊
び
、

山
に
学
ぶ
」
を
実
践
で
き
大
変
楽
し
い
充
実

し
た
山
行
だ
っ
た
。

ま
た
、
晴
天
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ

そ
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
（
樹
氷
）

は
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
、
今
回
の

よ
う
に
晴
天
と
週
末
が
合
致
し
、

か
つ
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
を
満
喫

で
き
た
山
行
は
な
か
な
か
貴
重
だ
っ

た
。

予
定
の
時
刻
に
西
武
秩
父
駅
か
ら
バ
ス
で

出
発
、
高
原
牧
場
バ
ス
停
で
下
車
。
リ
ー
ダ
ー

か
ら
新
入
会
員
（
大
野
和
子
さ
ん
）
の
紹
介

と
各
自
顔
合
わ
せ
を
済
ま
せ
、
総
勢
11
名
の

出
発
と
な
る
。

風
は
冷
た
い
が
春
本
番
が
始
ま
っ
た
よ
う

な
日
差
し
、
里
山
の
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
水
仙
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
な
ど
和
や
か
な
花
々
に
誘
わ
れ

て
歩
き
始
め
る
。

里
山
の
わ
か
り
に
く
い
道
は
要
所
に
道
標

が
あ
り
間
違
う
こ
と
な
く
二
十
三
夜
寺
に
つ

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 5 )

路線マイクロバス

宴の後

＊
＊
地
図
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
ち
ょ
っ
と
調

べ
ま
し
た
。
（
雪
で
周
囲
と
様
子
が
あ
ま

り
違
わ
な
か
っ
た
の
で
無
雪
期
の
様
子
で

す
）

・
か
も
し
か
展
望
台
：
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

た
明
る
い
広
場
。
特
に
展
望
台
の
よ
う
な

も
の
は
な
い
。
付
近
は
ハ
イ
マ
ツ
な
ど
低

木
が
多
い
の
で
、
見
晴
ら
し
が
良
く
、
な

だ
ら
か
な
山
容
の
西
吾
妻
山
を
展
望
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
大
凹
：
北
望
台
と
西
吾
妻
山
の
ほ
ぼ
中

間
の
位
置
の
窪
地
に
あ
る
水
場
。
冷
た
い

沢
水
が
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。
残
雪
が

夏
ご
ろ
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
雪
田
草

原
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
付
近
は
池
塘

が
多
く
あ
り
、
高
山
植
物
の
宝
庫
。
こ
の

先
、
梵
天
岩
ま
で
は
岩
や
石
を
渡
り
歩
く

急
坂
が
続
く
。
コ
ー
ス
中
最
も
歩
き
に
く

い
と
こ
ろ

・
梵
天
岩
：
鞍
部
・
大
凹(

お
お
く
ぼ)

か

ら
岩
で
歩
き
に
く
い
急
坂
を
登
り
切
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
開
け
た
岩
場
。
東
側
に
は

吾
妻
連
峰
西
部
の
雄
大
な
展
望
、
そ
し
て
、

い
ろ
は
沼
な
ど
池
塘
群
が
楽
し
め
る
。
反

対
側
に
は
な
だ
ら
か
な
山
容
の
西
吾
妻
山

が
見
え
る
。

一
足
早
す
ぎ
た

秩
父
蓑
山
の
花
見
山
行

石
光

久
仁
子

4
月
山
行
・
秩
父
ー
蓑
山(

美
の
山
公
園)

お
花
見
山
行

集合！ 出発！本日のコースの道標

日程：2019年4月6日（土）

目的地：蓑山（美の山公園）

コース：西武秩父駅10:06⇒（バス）⇒高原牧場入り口10:40

⇒二十三夜寺11:10～20⇒浅間神社入り口（イカリソウ群

生地のすぐ上）11:45～55⇒蓑山[美の山]山頂（13:00～

15:00）⇒親鼻駅16:15

参加者:渡辺、大西、武藤、中臺、中村、山崎、辻橋、染谷、

江村 大野、石光（11名）

係り:辻橋

記録:文/石光 写真/渡辺・中臺



く
。
神
社
の
左
横
か
ら
登
り
に
入
る
が
す
ぐ

に
舗
装
道
路
に
出
て
二
十
三
夜
寺
駐
車
場
か

ら
の
道
路
と
合
流
す
る
。
道
標
に
導
か
れ
山

道
に
入
る
が
ま
た
も
舗
装
道
路
に
出
て
大
き

く
回
り
込
み
下
っ
て
い
く
。

里
山
の
複
雑
な
地
形
を
感
じ
な
が
ら
道
標

に
従
っ
て
山
道
に
入
る
。

積
も
っ
た
枯
葉
を
が
さ
が
さ
踏

ん
で
人
の
あ
ま
り
入
っ
て
い
な
い

山
道
を
進
ん
で
い
く
と
小
さ
な
峠

に
出
て
一
休
み
。

右
手
に
し
め
縄
を
張
っ
た
社
ら
し
き
も
の

が
見
え
る
。
女
性
群
が
多
い
せ
い
か
話
が
弾

み
高
級
な
チ
ョ
コ
、
冷
え
た
ゼ
リ
ー
等
い
た

だ
き
水
分
補
給
を
し
て
右
手
の
方
向
に
入
る
。

リ
ー
ダ
ー
曰
く
リ
ー
ダ
ー
よ
り
先
に
出
て
は

い
け
ま
せ
ん
と
の
忠
告
を
受
け
一
列
に
な
っ

て
進
む
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 6 )

GPS軌跡図と高度差グラフ
二十三夜寺山門から

まずは花モモ

桜並木を上る

二十三夜寺の桜並木

ユキヤナギとミツバツツジレンギョウの黄色が鮮やか枯葉を踏んで

ニリンソウエイザンスミレお気に入りの
ミミガタテンナンショウ



エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
を
は
じ
め
ス
ミ
レ
類
が

春
を
誇
っ
て
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
し
か

し
今
回
は
イ
カ
リ
ソ
ウ
の
群
生
が
メ
イ
ン
で

あ
っ
た
の
だ
が
早
か
っ

た
よ
う
で
見
当
た
ら
な

い
。
何
故
か
ミ
ミ
ガ
タ

テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
が
皆
さ
ん
お
気
に
入
り
の

よ
う
だ
っ
た
。

春
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
、
慌
て
る
こ
と
も

な
い
。
芽
吹
き
始
め
た
木
々
が
さ
わ
や
か
に

映
え
る
。

沢
を
横
目
で
見
て
わ
た
り
、
壊
れ
か
け
た

人
家
に
出
会
い
生
活
圏
を
垣
間
見
な
が
ら
行

く
と
立
派
な
人
家
が
現
れ
舗
装
道
路
に
出
て

横
切
り
、
蓑
山
山
頂
に
い
よ
い
よ
入
る
。

一
段
と
枯
葉
が
深
く
な
り

歩
き
づ
ら
い
。
ま
た
道
も
倒

木
な
の
か×

印
な
の
か
不
鮮

明
に
な
っ
て
す
ぐ
上
に
山
頂

の
稜
線
が
見
え
て
い
る
の
が

も
ど
か
し
い
。

リ
ー
ダ
ー
の
許
可
を
得
て

先
に
急
登
の
斜
面
に
入
る
が
、
す
ぐ
斜
面
を

だ
ら
だ
ら
下
っ
て
し
ま
う
。
尾
根
の
端
で
直

進
す
る
道
に
入
り
舗
装
道
路
と
出
会
い
、
さ

ら
に
直
進
す
る
と
第
二
駐
車
場
、
階
段
登
り

に
汗
だ
く
だ
く
で
山
頂
へ
。

「
み
ち
の
り
」
の
山
仲
間
が
到
着
し
て
い

て
ほ
ろ
酔
い
で
我
々
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た

が
、
と
に
か
く
桜
ど
こ
ろ
で
は
な
く
売
店
を

探
す
も
ク
ロ
ー
ズ
し
て
い
て
冷
た
い
ビ
ー
ル

に
は
出
会
え
な
か
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
山
遊
会
の
女
性
陣
の

手
早
い
こ
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
き
り
た
ん

ぽ
鍋
が
で
き
、
つ
ぼ
み
桜
を
愛
で
な
が

ら
？
乾
杯
に
宴
が
始
ま
る
。

宴
の
後
は
抹
茶
と
甘
い
茶
菓
の
お
点

前
が
始
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
で
締
め
括
り

今
年
の
お
花
見
は
終
了
し
た
。

山
頂
の
桜
は
こ
れ
か
ら
が
満
開
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し

な
が
ら
足
元
に
注
意
を
し
て
一
気
に
秩

父
鉄
道
の
親
鼻
駅
に
下
山
す
る
。

温
泉
組
、
自
宅
直
行
組
、
反
省
会
組

と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
解
散
と
な
る
。

蓑
山
、
美
の
山
公
園
は
桜
の
名
所
と

な
っ
て
い
て
こ
の
時
期
は
人
で
混
雑
す

る
が
今
回
は
静
か
な
花
見
が
で
き
た
。

桜
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
山
野
草
の
宝

庫
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
ど
の
ル
ー
ト

を
と
っ
て
も
楽
し
い
、
特
に
こ
の
時
期

の
蓑
山
は
大
好
き
で
あ
る
。

ま
た
、
秩
父
は
神
社
仏
閣
が
多
く
境
内
に

は
し
だ
れ
桜
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
よ
く

似
合
い
、
秩
父
の
里
山
は
花
盛
り
で
テ
ン
シ
ョ

ン
も
上
が
り
楽
し
い
お
花
見
山
行
で
し
た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 7 )

ウグイスカグラ（江村さん確認）

一列で山道に入る

チームワークで素早い調理

ミツバツツジが少しだけ

またもや舗装道路へ

きりたんぽ鍋食後の茶会

「みちのり」と合同記念写真
山頂の桃？(桜には早かった)キブシもやっと咲き始め

足元に注意をして下山親鼻駅到着 ここにも桜

麓が近づくと桜が咲いている温泉組も軽く反省会



5
月
11
日
（
土
）

三
々
五
々
塩
山
駅
に
集
合
。
予
約
し

た
タ
ク
シ
ー
で
一
路
上
日
川
峠
経
由
で

福
ち
ゃ
ん
荘
ま
で
入
る
。

腹
ご
し
ら
え
や
身
支
度
を
し
て
早
速
、

唐
松
尾
根
を
雷
岩
へ
上
り
は
じ
め
る
。

雷
岩
か
ら
大
菩
薩
嶺
を
往
復
。

稜
線
歩
き
で
、
パ
ラ
パ
ラ
と
雨
が

落
ち
て
く
る
。
こ
の
日
は
関
東
の
山

沿
い
に
雷
注
意
報
が
出
て
い
た
が
、

幸
い
サ
イ
の
河
原
の
避
難
小
屋
で
ぱ
ら
ぱ
ら

雨
は
止
ん
で
く
れ
る
。
介
山
荘
に
一
投
足
で

到
着
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 8 )

５
月
山
行
・
大
菩
薩
峠
～
小
菅
へ
の
縦
走

真
っ
赤
な
夕
日
を

と
こ
と
ん
眺
め
た
大
菩
薩
峠松

島

岳
生

春霞の富士山と
大菩薩湖をバックに

福ちゃん荘から唐松尾根を上る大菩薩嶺(2,057m)にて

日程：2019年5月11日(土)～12日(日)

目的地：大菩薩峠～牛の寝通り～小菅

コース：5月11日(土) 晴

JR塩山駅集合12:00⇒（TAXI）⇒上日川峠⇒福ちゃん荘（12:35～50）⇒雷岩（13:53

～14:00）⇒大菩薩嶺（14:07～12）⇒さいの河原14:45⇒介山荘15:15

5月12日(日) 晴

介山荘7:00⇒石丸峠（7:30～38）⇒玉蝶山8:10⇒榧ノ尾山9:10⇒狩場山10:40⇒大ダ

ワ（昼食11:11～30）⇒モロクボ平12:30⇒小菅の湯（13:37～14:45）⇒（バス）⇒

奥多摩駅（15:40～16:55）

参加者:渡辺、石光、染谷、中村、江村、古閑、小笠原、松島（8名）

係り:松島

記録:文/松島 写真/渡辺

介山荘からの落日

GPSデータ 赤：5月11日 青：12日

介山荘からの夕暮れ



食
後
、
小
屋
の
前
で
北
ア
ル
プ
ス
の
乗
鞍

岳
に
落
ち
て
い
く
見
事
に
大
き
な
夕
日
を
と

こ
と
ん
見
る
。

介
山
荘
に
は
名
物
娘
が
い
る
。
小
学
校

４
年
生
で
休
日
に
両
親
と
山
荘
に
入
り
、
登

山
者
の
た
め
に
か
い
が
し
く
小
屋
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
様
子
は
テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
名
物
娘
。
し
ば
ら
く
お
じ
さ

ん
お
ば
さ
ん
が
退
屈
し
な
い
よ
う
に
お
相
手

を
し
て
く
れ
る
。

5
月
12
日
（
日
）

朝
食
後
、
小
屋
の
前
で
記
念
写
真
を

撮
っ
て
出
発
。

ま
だ
冬
景
色
の
山
上
で
あ
る
。
笹
原

の
石
丸
峠
で
湯
ノ
丸
峠
へ
の
道
を
分
け

る
。
み
ず
み
ず
し
い
新
緑
が
木
々
の
枝

に
現
れ
る
の
は
１
４
０
０
ｍ
あ
た
り
か

ら
で
、
そ
の
後
は
標
高
を
下
げ
て
い
く

に
従
っ
て
新
緑
が
濃
く
豊
に
な
っ
て
い

く
。

江
村
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た

ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
コ
カ
ラ
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
な
ど
の
さ
え
ず
り
が
絶
え

間
な
く
我
々
に
付
き
添
っ
て
く
れ

る
。
木
の
間
に
ツ
ツ
ジ
や
山
桜
が

ち
ら
ほ
ら
と
咲
く
よ
う
に
な
る
。

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
白
い
花
が
輝
い

て
咲
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
緑
の
ト
ン

ネ
ル
が
続
く
。

松
姫
峠
か
ら
の
登
山
道
を
合
わ
せ
る

大
ダ
ワ
で
昼
食
と
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
小
菅
の
湯
ま
で

は
荒
れ
た
ト
ラ
バ
ー
ス
に
な
る
。

植
林
帯
の
ジ
グ
ザ
グ
の
作
業
道
を
う

ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
下
っ
て
よ
う
や
く

林
道
に
出
る
が
、
小
菅
の
湯
は
小
高

い
丘
の
上
に
あ
る
の
で
、
い
つ
も
な

が
ら
最
後
の
上
り
に
ひ
と
頑
張
り
。

や
れ
や
れ
小
菅
の
湯
で
入
浴
後
、
奥
多
摩

駅
行
の
バ
ス
に
の
り
、
小
一
時
間
。
小
池
さ

ん
ご
ひ
い
き
の
駅
前
の
地
ビ
ー
ル
の
ビ
ヤ
ガ
ー

デ
ン
で
リ
ッ
チ
な
反
省
会
。

そ
の
後
も
運
よ
く
ホ
リ
デ
ー
快
速
で
東
京

方
面
へ
。
楽
し
い
山
行
で
し
た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 9 )

記念撮影（介山荘主人撮影）

介山荘北50mから朝の富士山

石丸峠手前から富士山

石丸峠からの奥多摩三山
（左から御前山、御岳山、三頭山）

牛の寝通りのなだらかな道

石丸峠手前の稜線を歩く

赤やしおが咲き始めていた

巨大なブナの木

ミツバツツジか？
ワチガイソウ

【
江
村
さ
ん
が
出
会
っ
た
草
花
】

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
、

ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ
、
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
、

ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
ワ
チ
ガ
イ
ソ
ウ
（
写
真
）
、

キ
ラ
ン
ソ
ウ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
ム
ラ
サ

キ
ケ
マ
ン
、
カ
キ
ド
オ
シ
、
ア
セ
ビ
、
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
カ
メ

ノ
キ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ト
チ
ノ
ハ
ナ



6
月
15
日(

土)

熱
海
駅

8
時

26
分
出
発
の
黒
塗
り
の
普

通
列
車
は
、
ま
さ
に
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
特
急
だ
っ

た
。
恐
る
恐
る
車
両
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、

海
側
の
座
席
が
一
列
に
外
に
向
け
ら
れ
て
い

た
。
ど
う
見
て
も
特
急
仕
様
な
の
で
、
掲
示

板
の
列
車
名
を
確
認
す
る
が
普
通
列
車
と
な
っ

て
い
る
。
結
局
、
1
時
間
ち
ょ
っ

と
こ
の
列
車
で
海
を
眺
め
な
が
ら

河
津
駅
ま
で
移
動
し
た
。
後
で
調

べ
た
ら
、
伊
豆
急
リ
ゾ
ー
ト
21
の

「
黒
船
」
と
言
う
名
の
列
車
ら
し

い
。
「
普
通
列
車
」
と
し
て
1
週
間
の
う
ち

半
分
、

1
日
に

3
本
だ
け
運
行
す
る
よ
う

だ
。
ち
な
み
に
下
田
か
ら
熱
海
行
き
の
上
り

は
、
「
き
ん
め
」
と
言
う
名
前
の
赤
い
列
車

だ
と
言
う
。

午
前

9
時

40
分
に
河
津
駅
に
集
合
し
た

の
は
大
野
、
小
松
と
渡
辺
の
3
名
の
み
。
他

の

4
名
は

1
日
目
の
行
程
は
パ
ス
し
て
直

接
宿
に
入
る
こ
と
が
前
日
に
決

定
し
て
い
た
。
こ
の
日
、
伊
豆

市
の
天
気
予
報
は
雨
で
は
あ
る

も
の
の
雨
量
は
4
mm
程
度
だ
っ

た
の
で
、
降
っ
て
も
大
し
た
こ

と
は
な
い
と
高
を
括
っ
て
い
た
。

伊
東
辺
り
で
は
降
っ
て
い
た

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 10 )

６
月
山
行
・
天
城
山

天
然
林
が
美
し
い天

城
山
縦
走
路

渡
辺

真
一

日程：2019年6月15日（土）～6月16日（日）

目的地：天城山

コース 6月15日(土)

河津駅9:55⇒(バス25分)⇒10:20河津七滝(かわづななだる)バス停10

:25⇒大滝[おおだる]（10:30～10:40）⇒11:00カニ滝⇒10:30初景滝

⇒11:11蛇滝⇒11:17エビ滝⇒11:25釜滝⇒11:33猿田淵⇒11:38旧天城

街道⇒宗太郎園地手前の東屋（昼食11:46～12:35）⇒12:43水垂バス

停13:20⇒(バス30分)⇒13:50水恋鳥広場⇒14:00宿（富士見山荘）

6月16日(日)

宿7:50⇒（タクシー30分)⇒八丁池口（8:20～35）⇒9:05コルリ峠⇒

9:30青スズ台⇒9:45展望台⇒八丁池（9:55～10:05）⇒11:05白田峠

⇒戸塚峠（11:35～40）⇒12:25小岳⇒万三郎岳(昼食13:10～13:40）

⇒14:10石楠立[はなだて]⇒15:00万三郎岳⇒15:45四辻⇒16:00天城高

原ゴルフ場⇒(バス60分)⇒伊東駅

参加者:石光、江村、古閑、小松、大野、松島、渡辺（7名）

係り:渡辺

記録:文・写真・GPS/渡辺

GPS軌跡図（赤：実走）と高度グラフ

伊豆急HPより黒船電車の外観、
海に向いた座席



雨
も
途
中
か
ら
上
が
り
、
河
津
駅
付
近
は
降
っ

た
形
跡
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
と

ば
か
り
9
時
分
発
の
が
ら
空
き
の
バ
ス
に
乗

り
込
ん
だ
。

河
津
七
滝
（
な
な
だ
る
）
バ
ス
停
に
て
下

車
し
た
の
は
我
々
の
み
。
早
速
、
最
下
流
の

大
滝
に
向
か
う
。
伊
豆
で
最
大
の
滝
だ
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
滝
の
そ
ば
に
あ
る
天
城
荘

と
い
う
旅
館
が
滝
の
直
ぐ
横
に
プ
ー
ル
や
温

泉
を
作
っ
て
一
般
客
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
私
有
地
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

余
り
に
も
景
観
を
損
ね
る
状
況
だ
！･

･
･

と

文
句
を
言
い
つ
つ
戻
り
始
め
た
ら
、
大
粒
の

雨
が
落
ち
て
き
た
。

雷
も
鳴
り
出
し
、
本
格
的
に
雨
具
を
着
込

ん
で
傘
を
差
し
な
が
ら
、
上
流
へ
向
か
う
。

雨
の
中
、
川
沿
い
に
作
ら
れ
た
遊
歩
道
は
木

道
が
多
く
滑
り
や
す
い
。
途
中
、
沢
蟹
が
道

を
横
切
っ
た
り
、
巨
大
な
ガ
マ
ガ
エ
ル
が
木

道
の
真
ん
中
に
鎮
座
し
て
い
て
思
わ
ず
踏
み

付
け
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
。

最
上
流
の
釜
滝
と
猿
田
淵
を
見
て
旧
天
城

道
路
に
出
た
。
宗
太
郎
園
地
手
前
の
東
屋
で

昼
食
。
雨
と
雷
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
一

方
で
、
旧
天
城
峠
な
ど
以
後
の
予
定
は
取
り

や
め
て
、
バ
ス
で
宿
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

宿
に
着
い
て
1
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
後

続
隊
も
到
着
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
と
交
渉

し
て
バ
ス
料
金
よ
り
も
安
い
金
額
で
来
た
と

い
う
。
さ
す
が
！

早
速
、
内
風
呂
と
露
天

風
呂
に
分
か
れ
て
入
り
寛
い
だ
。
他
の
客
は

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
と
か
で
、
こ
の
日
は
我
々

の
貸
し
切
り
だ
っ
た
。
食
事
は
猪
の
鍋
、
鹿

の
コ
ロ
ッ
ケ
等
の

ジ
ビ
エ
料
理
、
鮎

に
釜
飯(

後
で
た

く
さ
ん
の
お
に
ぎ

り
に
変
身)

、
天

然
わ
さ
び
で
頂
く

刺
身
な
ど
そ
の
他

の
お
か
ず
も
充
実

し
て
い
た
。
宿
は
我
々
と
同
世
代
の
ご
主
人

が
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
お
り
、
猟
師
と
し

て
猪
や
鹿
を
獲
り
、
食
事
の
準
備
か
ら
布
団

の
上
げ
下
げ
、
掃
除
片
付
け
ま
で
や
っ
て
お

り
、
大
変
だ
な
あ
と
同
情
し
た
。

夕
食
後
、
直
ぐ
近
く
だ
と
い
う
の
で
ホ
タ

ル
祭
り
を
見
に
行
っ
た
。
雨
は
こ
の
時
間
に

は
止
ん
で
い
た
が
、
ホ
タ
ル
も
大
雨
の
後
は

余
り
飛
ば
な
い
ら
し
く
、
目
を
凝
ら
し
て
よ

う
や
く
ち
ら
ほ
ら
と
眺
め
ら
れ
る
く
ら
い
の

少
な
さ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
遠
く
を
飛
ん
で

い
る
は
ず
の
ホ
タ
ル
で
も
結
構
明
る
く
、
ま

た
儚
い
光
の
点
滅
に
は
癒
さ
れ
た
。
戻
っ
て

風
呂
に
入
り
、
宴
会
後
直
ぐ
に
就
寝
。
増
水

し
た
水
の
流
れ
る
音
は
寝
て
い
る
と
結
構
耳

に
つ
き
、
し
か
も
夜
中
に
は
雷
と
雨
が
ひ
ど

か
っ
た
。

6
月
16
日(

日)

朝
は
風
は
強
か
っ
た
が
、
晴
れ
て
部
屋
か

ら
も
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
た(

こ
の
宿
は
こ

の
地
域
で
唯
一
富
士
山
が
見
え
る
の
で
富
士

見
山
荘
と
名
付
け
た
そ
う
だ)

。
ち
ょ
う
ど

宝
永
山
火
口
が
正
面
右
側
に
見
え
た
。

予
約
し
て
い
た
2
台
の
タ
ク
シ
ー
に
分
乗

し
8
時
前
に
出
発
、
八
丁
池
に
向
か
う
。
寒

天
林
道
に
は
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、
こ
の
タ
ク
シ
ー

会
社
の
み
が
鍵
を
持
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

昭
和
天
皇
が
よ
く
通
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
で

道
は
き
れ
い
に
舗
装
整
備
さ
れ
て
快
適
だ
っ

た
が
、
上
る
に
つ
れ
ガ
ス
が
濃
く
な
り
、
風

も
出
て
き
て
不
穏
な
雰
囲
気
に
な
る
。

八
丁
池
口
に
到
着
す
る
も
、
何
と
な
く
意

気

は

上

が

ら

な

い

。

最
初
は
林
道
を
、
途
中
か
ら
は
オ
オ
ル
リ
歩

道
を
歩
く
が
、
ま
す
ま
す
風
が
強
く
な
っ
て

き
て
、
結
局
１
時
間
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で

後
続
隊
グ
ル
ー
プ
は
離
脱
し
て
、
元
の
八
丁

口
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戻
る
頃
に
バ
ス

が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

霧
に
覆
わ
れ
た
八
丁
池
は
幻
想
的
だ
っ
た
。

霧
は
濃
く
な
る
か
と
思
え
ば
さ
っ
と
晴
れ
、

ま
た
濃
く
な
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
は
残
念
な
が
ら
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
池
の
縁
で
は
蛙
の
鳴
き

声
が
盛
ん
に
聞
こ
え
る
が
姿
は
見
え
な
い
。

実
は
こ
こ
ま
で
が
風
の
最
も
強
い
時
間

(

場
所)

だ
っ
た
よ
う
だ
。
八
丁
池
か
ら
白

田
峠
を
通
り
戸
塚
峠
ま
で
の
1
時
間
ち
ょ
っ

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 11 )

河津七滝 釜滝

河津七滝 大滝

ずらりと並んだジビエ料理

釜滝の落口の柱状節理

ブナの根 (八丁池付近)

富士見山荘露天風呂付近からの富士山(16日朝)

八丁池にて

八丁池から天然林を
白田峠に向かう

馬酔木の若芽が赤く見える



と
の
コ
ー
ス
は
、
天
然
林
の
樹
林
帯
の
中
を

歩
く
の
だ
が
、
風
は
弱
く
晴
れ
間
も
見
え
て

き
て
ほ
ぼ
平
坦
な
道
で
と
て
も
快
適
だ
っ
た
。

戸
塚
峠
か
ら
は
小
岳
に
向
か
っ
て
登
り
が

始
ま
る
。
小
岳
山
頂
は
ブ
ナ
の
自
然
林
に
覆

わ
れ
、
山
頂
と
し
て
珍
し
い
風
景
だ
っ
た
。

こ
の
辺
り
の
ブ
ナ
の
幹
は
苔
に
覆
わ
れ
黒
っ

ぽ
い
。
ブ
ナ
の

幹
を
伝
う
水
を

栄
養
源
に
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

小
岳
付
近
で
昼

食
を
取
り
た
か
っ
た
が
、
稜
線
で
風
が
強
く

あ
き
ら
め
て
先
へ
進
ん
だ
。

万
三
郎
岳
は
一
等
三
角
点
を
持
つ
藪
の
中

の
山
頂
で
、
展
望
は
き
か
な
か
っ
た
が
、
風

は
な
く
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
が
取
れ
た
。
さ
す

が
に
こ
こ
は
人
が
多
く
、
3
、
4
パ
ー
テ
ィ

が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
到
着
し
た
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
花
が
少
し
で

も
残
っ
て
い
な

い
か
と
探
し
な

が
ら
万
二
郞
岳

に
向
か
っ
て
下
っ

て
い
く
と
、
一

輪
だ
け
残
っ
た

花
を
見
つ
け
た
。

万
三
郎
岳
か
ら

石
楠
立(

は
な

だ
て)

を
越
え
て
万
二
郞
岳

ま
で
は
確
か
に
石
楠
花
の

木
が
多
く
、
満
開
の
時
は

さ
ぞ
か
し
き
れ
い
だ
ろ
う

と
思
わ
れ

た
。万

三
郞

岳
を
出
る

と
き
、
コ
ー
ス
タ
イ
ム
と
し

て

30
分
の
余
裕
が
あ
っ
た

は
ず
だ
っ
た
が
、
万
二
郎
岳

に
着
い
た
時
に
は

5
分
ほ

ど
の
余
裕
し
か
な
く
な
っ
て

い
た
。
馬
酔
木
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
り
、
時
に
は
頭
を
ぶ

つ
け
な
が
ら
先
を
急
ぐ
も
、

沢
が
増
水
し
て
徒
渉
に
苦
労

し
た
り
時
間
は
ど
ん
ど
ん
過

ぎ
て
い
く
。
天
城
高
原
ゴ
ル

フ
場
の
バ
ス
停
手
前

700
ｍ

の
四
辻
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
、
最
後
の
道
は

何
と
登
り
に
な
っ
て
い
て
、
息
を
切
ら
せ
な

が
ら
歩
い
て
何
と
か
4
時
に
到
着
。
バ
ス
は

10
分
後
に
出
発
し
、
伊
東
に
向
か
っ
て
山
を

下
っ
て
い
っ
た
。
途
中
富
士
山
が
き
れ
い
に

眺
め
ら
れ
た
。

伊
東
で
は
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
あ
っ
た
駅

近
く
の
「
ま
る
た
か
」
と
い
う
海
鮮
の
店
に

行
く
。
地
魚
の
刺
身
や
金
目
鯛
の
煮
付
け
な

ど
新
鮮
な
海
鮮
中
心
の
肴
に
ビ
ー
ル
が
進
ん

だ
。
最
後
の
締
め
で
食
べ
た
「
う
ず
わ
の
ま

ご
茶
」
と
い
う
謎
の
茶
漬
け
が
実
に
美
味
か
っ

た
。
聞
く
と
ソ
ー
ダ
鰹
を
た
た
き

に
し
た
も
の
ら
し
い
。
出
汁
も
ソ
ー

ダ
鰹
で
作
っ
て
い
る
と
か
、
追
加

無
料
サ
ー
ビ
ス
の
青
唐
辛
子
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
て
食
べ
た
。
こ
れ
ほ
ど

た
ら
ふ
く
飲
み
食
い
し
て
も
1
人

3
千
円
程
だ
っ
た
。

熱
海
か
ら
の
こ
だ
ま
の
自
由
席

は
空
い
て
い
て
、

4
人
掛
け
を

3
人
で
坐
り
、
ま
た
一
杯
や
り
な

が
ら
東
京
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 12 )

ちょうど盛りの天城ツツジ 歩道で死んでいたジョウビタキ？

万三郎岳近くから伊豆大島

小岳山頂の天然ブナ林

石廊崎方面(風車が見えるが強風
で全て止まっていた)

万三郎岳近くからの富士山

万三郎岳山頂にて

万三郎岳山頂の一等三角点

石楠立の天城シャクナゲ説明板唯一残っていた天城シャクナゲ

万二郎岳山頂にて 天城高原ゴルフ場の左手遠笠山、
中央に大室山

四辻近くで鹿

天城高原ゴルフ場バス停から富士山



7
月
13
日
（
土
）

当
日
の
天
気
予
報
は
二
日
間
梅
雨

空
で
降
ら
な
け
れ
ば
良
し
の
気
分
。

連
休
の
初
日
と
あ
り
座
席
指
定
は

完
売
、
し
か
し
自
由
席
は
結
構
余
裕

が
あ
り
大
宮
か
ら
の
松
島
さ
ん
、
中

村
さ
ん
も
山
崎
と
同
じ
列
に
座
り
、

上
田
で
辻
橋
さ
ん
、
染
谷
さ
ん
保
坂

さ
ん
と
合
流
す
る
。

お
天
気
は
軽
井
沢
あ
た
り
か
ら
晴
れ
間
も

見
え
期
待
感
が
増
し
ま
す
。
宿
の
車
が
迎
え

に
来
て
く
れ
扉
峠
ま
で
1
時
間
余
り
を
送
っ

て
も
ら
う
。

扉
峠
に
着
く
と
遠
望
は
望
め
な
い
も
の
の

近
く
の
山
は
見
え
雲
の
切
れ
間
も
あ
り
予
定

通
り
登
り
始
め
る
。
登
り
始
め
は
多
少
急
で

は
あ
る
け
れ
ど
ま
も
な
く
緩
い
登
り
に
な
る
。

稜
線
に
出
る
と
近
く
の
鉢
伏
山
や
蓼
科
山
も

見
え
る
。
予
定
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム
か
ら
植
物

観
察
に
熱
心
の
あ
ま
り
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
。

当
初
予
定
の
美
し
の
塔
か
ら
茶
臼
山
頂
へ
昼

食
を
変
更
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
お

昼
を
食
べ
牧
場
の
中
を
横
切
り
塩
く
れ
場
を

目
指
す
。
お
天
気
は
降
ら
ず
照
ら
ず
で
快
適
。

塩
く
れ
場
に
い
る
牛
の
大
き
い
事
＆
美
味
し

そ
う
と
の
声
も
。
こ
の
あ
た
り
に
来
る
と
一

般
の
観
光
客
も
随
分
と
多
く
な
っ
て
き
た
。

山
本
小
屋
に
着
き
牛
伏
山

に
登
ろ
う
と
す
る
と
、
松
島

さ
ん
が
立
ち
く
ら
み
が
す
る

の
で
こ
こ
で
待
っ
て
い
た
い

と
の
申
し
出
。
保
坂
さ
ん
は

じ
め
み
ん
な

で
こ
の
先
の

事
を
検
討
し

た
結
果
、
登

山
は
こ
こ
ま

で
と
し
て
宿

の
車
の
迎
え

を
山
本
小
屋

の
駐
車
場
へ

変
更
し
て
も

ら
っ
た
。
牛

伏
山
へ
は
女

性

5
人
で
登

頂
、
こ
の
頃

か
ら
風
が
強

く
な
り
始
め

た
。雨

が
降
る

前
に
車
で
宿

に
到
着
。
早

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 13 )

7
月
山
行
・
美
ヶ
原

渓
流
コ
ー
ス
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

大
パ
ノ
ラ
マ
を
た
っ
ぷ
り
と

山
崎

浩
子

日程：2019年7月13日(土)～14日(日)

目的地：美ヶ原（渓流コースとトレッキング、大パノラマをたっぷりと）

コース 7月13日(土) 晴れ

北陸新幹線上田駅集合8:00⇒(宿の送迎車)⇒10:00扉峠⇒10:30稜線⇒茶臼山(昼食11:
45～12:35)⇒12:55牧場⇒13:32塩くれ場⇒13:55山本小屋⇒14:15牛伏山⇒14:37山本

小屋⇒(宿の送迎車)⇒15:30雲渓荘

7月14日(日) 雨のち曇り
雲渓荘発 9:00⇒上田城址公園(10:00～11:20)⇒やぐら亭(昼食11:35～12:30)⇒13:00
北陸新幹線上田駅

参加者:保坂、染谷、辻橋、中村、松島、山崎（6名）

係り:保坂

記録:文/山崎 写真/保坂

扉峠への登り コウリンタンポポ

峠からの茶臼山 ウツボグサ茶臼山まで2kmの標識板

レンゲツツジ茶臼山まで0.8kmの標識板サラサドウダンツツジ

茶臼山山頂にて ここまでの道と三峰山

茶臼山の三角点



め
に
着
い
た
の
で
温
泉
に
入
り
夕
食
ま
で
の

ん
び
り
と
過
ご
す
。

予
報
通
り
夕
食
前
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、

翌
日
ま
で
降
り
続
き
そ
う
な
の
で
翌
日
の
登

山
は
中
止
し
て
上
田
城
址
公
園
に
予
定
を
変

更
す
る
。

7
月
14
日
（
日
）

前
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、
9
時
に
出

発
す
る
頃
も
止
ま
ず
で
し
た
。
今
日
は
登
山

か
ら
観
光
へ
変
更
、
宿
の
支
配
人
か
ら
蕎
麦

屋
の
お
勧
め
を
聞
き
出
し
上
田
城
へ
と
向
か

う
。こ

こ
の
宿
の
宿
泊
料
は
八
千
円
も
し
な
い

で
、
送
迎
に
片
道
1
時
間
以
上
も
か
か
る
の

に
送
迎
料
は
無
料
、
申
し
訳

な
い
気
分
。
9
月
の
中
旬
か

ら
10
月
上
旬
ま
で
松
茸
料
理

も
味
わ
え
る
そ
う
で
す
。

上
田
城
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
無
料
の
案
内
に

同
行
。
ま
た
も
松
島
さ
ん
の

気
分
が
す
ぐ
れ
な
く
な
り
、

一
足
先
に
東
京
へ
帰
る
こ
と

に
な
り
保
坂
さ
ん
の
車
で
駅

に
向
か
う
。
残
さ
れ
た
女
性

4
人
は
支
配
人
お
勧
め
の

蕎
麦
屋
へ
。
す
ぐ
に
見
つ
か
っ

た
も
の
の
行
列
が
で
き
て
い

て
ど
の
く
ら
い
待
つ
の
や
ら
。

保
坂
さ
ん
か
ら
連
絡
が
入
り
、
新
幹
線
は

1
時
間
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

松
島
さ
ん
も
一
緒
に
蕎
麦
屋
に
向
か
う
と
の

こ
と
。
行
列
は
意
外
と
早
く
短
く
な
り
保
坂

さ
ん
、
松
島
さ
ん
が
来
た
時
に
は
、
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
ま
し
た
。
東
京
と
は
違
い
、
ざ

る
で
も
盛
り
が
1.5
倍
く
ら
い
、
細
麺
で
し
た
。

欲
を
言
え
ば
く
る
み
ダ
レ
も
う
少
し
濃
く
し

て
欲
し
か
っ
た
。

計
画
通
り
の
登
山
は
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
山
と
美
味
し
も
の
に
あ
り
つ
け
て
全
員

満
足
の
「
美
ヶ
原
」
山
行
で
し
た
。

8
月
24
日
（
土
）
朝
5
月
30
分
、
昨
日
の

雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
て
い
る
。
天
が

味
方
し
た
の
か
？

山
に
呼
ば
れ
て
る
？

な
ら
ば
、
今
日
は
山
日
和
り
で
あ
る
。

3
月
に
山
遊
会
に
入
会
し
、
今
日
が
初
め

て
の
山
行
と
な
る
が
、
既
に
気
持
ち
は
御
岳

山
へ
。

待
ち
合
わ
せ
の
御
嶽
駅
は
人
、
人
、
人
の

波
で
ご
っ
た
返
し
、
バ
ス
乗
り
場
も
大
勢
の

人
が
並
び
、
そ
の
人
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
て

し
ま
う
。
休
む
間
も
な
く
バ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル

を
乗
り
継
ぎ
御
岳
山
駅
へ
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 14 )

塩くれ場まで1.6kmの標識板塩くれ場への道

ハクサンチドリ
（開花未熟）

レンゲツツジの牧場

牛伏山山頂にて

牛臥山園地の案内板

牛伏山の案内牛牧場と王ヶ頭ホテル

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
群
生
地
か
ら

上
高
岩
展
望
台
で
眺
め
を
楽
し
む

木
村

樹
美
雄

8
月
山
行
・
御
岳
山
～
上
高
岩
展
望
台

日程：2019年8月24日（土）

目的地：御岳山

コース：JR御嶽駅9:15⇒(バス)⇒ケーブル下⇒滝本駅⇒(ケーブル)⇒9:50御岳山駅⇒山頂

レンゲショウマ群生地観賞（10:00⇒10:25）神苑の森⇒天狗の腰掛杉（10:44～51）⇒

奥の院(11:36～50)⇒12:02鍋割山巻き道分岐⇒12:28芥場峠⇒上高岩東屋(ランチ12:46

～13:30)⇒13:52芥場峠⇒ロックガーデンへの分岐/東屋(14:11～16)⇒14:37天狗の腰

掛杉⇒15:06御岳山駅⇒(ケーブル)⇒滝本駅⇒ケーブル下⇒(バス)⇒15:35JR御嶽駅

参加者：武藤、染谷、山崎、辻橋、喜多、江村、渡辺、小池、木村、中臺（10名）

係り：武藤

記録：文/木村 写真/渡辺・中臺

レンゲショウマ群落



5
分
程
休
憩
し
、
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
群

生
地
へ
。
夏
の
風
物
詩
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
事
も
多
い
と
の
こ
と
で
、
多
く
の
人
が

写
真
に
収
め
て
い
た
。
大
き
さ

4
cm
ほ
ど

の
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
る
。
時
期
的
に
は

少
し
早
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
感
も
あ
っ
た

が
、
黄
色
の
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
も
あ
る
と
の

事
。
満
開
時
は
山
一
面
に
花
が
咲
き
、
綺
麗

な
ん
だ
ろ
う
な
と
想
像
さ
せ
ら
れ
た
。

10
分
程
歩
く
と

神
苑
の
森
。
こ
こ
か
ら
が
登
山
開
始
。
木
立

の
道
を
登
る
。
汗
を
か
い
た
体
に
、
下
か
ら

吹
き
上
げ
て
く
る
風
の
気
持
ち
良
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
天
狗
の
腰
掛
杉
に
到
着
。
日
本
の

山
に
天
狗
は
欠
か
せ
な
い
も

の
ら
し
い
。
日
本
の
山
の
あ
ち
こ
ち
で
、
天

狗
の
話
が
出
て
く
る
。
い
か
に
も
天
狗
が
座

り
そ
う
な
杉
だ
が
、
天
狗
が
腰
掛
杉
に
座
り

う
ち
わ
を
あ
お
り
、
こ
ち
ら
を
見
つ
め
話
か

け
て
き
て
・
・
・
・
。
な
ん
て
こ
と
を
思
っ

て

し

ま

う
。腰

掛

杉

を

後

に

奥

の

院

に

向

か
う
。
こ
こ
か
ら
は
上
り
が
続
く
。
木
立
の

中
を
登
っ
て
い
る
の
で
さ
し
て
景
観
は
な
い
。

か
と
云
っ
て
登
り
に
く
い
道
で
も
な
い
。
た

ん
た
ん
と
登
る
の
み
。
奥
の
院
で
ひ
と
休
憩

し
芥
場
峠
へ
。

鍋
割
山
分
岐
か
ら
芥
場
峠
ま
で
は
下
り
が

続
き
、
上
高
岩
山
ま
で
は
若
干
の
上
り
と
な

る
。
上
高
岩
山
は
木
々
に
囲
ま
れ
景
観
は
な

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 15 )

GPSデータ 上り：赤 下り：青

御嶽ケーブル記念乗車券

神大ケヤキフシグロセンノウ

神苑の森を行く 神苑の森へ鹿の角を発見
(神苑らしくなってきた)

すでに秋の気配が

角の持ち主か？
シカの食害

天狗ノ腰掛け杉

景観はないが見上げれば

登り開始

ホツツジ
オクモミジバハグマ？

(奥紅葉白熊)奥の院手前の岩場奥の院到着



い
が
、
上
高
岩
山
展
望
台
に
は
り
っ

ぱ
な
東
屋
が
あ
り
、
景
観
は
360
度

の
大
展
望
。
と
て
も
気
持
が
良
い
。

こ
こ
で
ワ
イ
ン
な
ど
を
飲
み
な
が

ら
、
貸
切
状
態
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
山
の

景
観
と
空
気
を
満
喫
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う

か
。

満
足
。
満
足
。
大
い
に
満
足
。
一
時
間

ほ
ど
休
憩
し
芥
場
峠
か
ら
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
へ
と
向
か
う
。
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
名

前
か
ら
し
て
沢
沿
い
に
大

き
な
一
枚
岩
が
あ
り
、
沢

の
音
を
聞
き
な
が
ら
そ
の

岩
に
寝
転
ん
で
な
ど
と
思
っ

て
い
た
が
、
休
憩
所
が
あ

り
、
そ
の
中
で
若
者
が
一

人
昼
寝
を
し
て
い
た
。
非

常
に
の
ど
か
だ
。
大
き
な

一
枚
岩
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ

た
が
、
沢
の
水

は
綺
麗
で
沢
の

音
に
気
持
ち
も

和
ま
さ
れ
る
。

一
時
間
程
木
々

の
間
の
道
を
下

り
、
御
岳
山
駅
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
、
バ
ス
を
乗

り
継
い
で
御
嶽
駅
へ

3
時

35
分
到
着
。
こ

こ
で
ひ
と
ま
ず
解
散
。

一
部
は
帰
路
に
つ
き
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー

は
河
辺
温
泉
・
梅
の
湯
に
て
入
浴
後
反
省

会
を
兼
ね
て
歓
談
と
な
る
。

初
め
て
の
参
加
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

急
な
登
り
や
下
り
も
な
く
、
何
よ
り
参
加

者
全
員
に
ケ
ガ
も
な
く
、
と
て
も
良
い
山
行

が
で
き
た
と
。
こ
れ
は
実
感
で
す
。
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芥場峠標識
(芥場峠の表記はない)

芥場峠から上高岩山へ

東屋手前でツルリンドウ

沢沿いを行く

ここにも秋の気配が

上高岩山東屋(後方は大岳山)

ツルニンジン

上高岩山山頂

芥場峠からロックガ－デンへ

ケーブル駅手前でヘビ

補
足
：
中
臺

＊
＊
神
苑
の
森
：
武
蔵
御
嶽
神
社
も
し
く
は
御
嶽
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
見
る

と
、
神
苑
の
森
は
道
が
狭
い
の
で
天
狗
の
腰
掛
け
杉
を

入
口
と
し
、
神
社
鳥
居
前
広
場
の
ト
イ
レ
脇
へ
抜
け
る

一
方
通
行
コ
ー
ス
だ
そ
う
で
す
。
今
回
は
一
方
通
行
を
、

昨
今
話
題
に
な
る
逆
走
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
ネ
。

＊
＊
オ
ク
モ
ミ
ジ
バ
ハ
グ
マ
：
モ
ミ
ジ
バ
ハ
グ
マ
か
と

も
思
っ
た
の
で
す
が
、
御
岳
山
で
撮
影
さ
れ
た
ま
っ
た

く
同
じ
写
真
を
た
ま
た
ま
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
の
で
オ

ク
モ
ミ
ジ
バ
ハ
グ
マ
と
し
ま
し
た
。

＊
＊
ヘ
ビ
の
同
定
：
へ
び
を
見
た
と
き
は
シ
マ
ヘ
ビ
？

だ
っ
た
の
で
す
が
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ヘ
ビ
は
個
体

差
が
大
き
い
の
で
ネ
ッ
ト
の
画
像
を
多
く
見
ま
し
た
。

・
縦
じ
ま
模
様
が
な
い
の
で
シ
マ
ヘ
ビ
で
は
な
い

・
模
様
や
頭
の
形
が
違
う
の
で
マ
ム
シ
で
は
な
い

・
顔
は
似
て
い
る
が
、
特
徴
的
な
赤
い
ウ
ロ
コ
模
様
が

な
い
の
で
ヤ
マ
カ
ガ
シ
で
は
な
い

・
模
様
か
ら
判
断
す
る
と
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
だ
と
思
わ

れ
ま
す(

色
の
個
体
差
は
大
き
い
種
類)

15周年記念手ぬぐいデザイン下書き(山口喜弘氏画）

山
口
喜
弘
氏･･･

「
山
遊
会
十
五
周
年
記
念
手
ぬ
ぐ
い
」
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
制
作
か
ら
工
場
へ
の
発
注
ま
で
や
っ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
二

〇
〇
九
年
九
月
八
日
脳
梗
塞
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
九
歳
で
し
た
。



9
月
13
日
（
金
）

ち
ょ
う
ど
夏
の
太
平
洋
高
気

圧
が
南
下
し
、
北
の
大
陸
高
気

圧
に
入
れ
替
わ
ろ
う
と
い
う
時

期
で
、
暑
さ
も
一
段
落
し
、
涼

し
く
な
っ
て
き
て
は
い
た
が
、

多
少
不
安
定
な
天
気
が
続
い
て

い
た
。
し
か
し
、
翌
日
14
日
の

天
候
は
予
報
に
よ
る
と
晴
れ
。

大
い
に
期
待
し
な
が
ら
、
山
行

担
当
の
渡
辺
は
八
王
子
駅
前
の

地
下
か
ら
8
名
乗
り
の
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
出
し
、
相
模
湖
駅

に
向
け
甲
州
街
道
の
20
号
線
を

走
っ
た
。
大
垂
水
峠
よ
り
先
は

ト
ラ
ッ
ク
が
列
を
な
し
て
い
て

ノ
ロ
ノ
ロ
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
も

の
の
、
予
定
の

15
時
ち
ょ
う
ど
に
相
模
湖

駅
に
到
着
。
待
っ
て
い
た
6
名
を
乗
せ
コ
ン

ビ
ニ
に
寄
り
、
目
的
地
に
向
か
う
。

と
こ
ろ
が
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
ナ
ビ
が
ど
う

も
怪
し
い
。
何
と
な
く
違
う
方
に
走
っ
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
停
車
し
て
ス
マ
ホ
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
修
正
。
到
着
直
前
に
は
ヒ
ュ
ッ

テ
か
ら
予
約
の
確
認
の
電
話
が
入
る
。
本
当

に
来
る
か
ど
う
か
が
心
配
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

16
時
過
ぎ
に
神
ノ
川
ヒ
ュ
ッ
テ
に
到
着
。

神
ノ
川
ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
い
て
み
る
と､

す

で
に
夕
食
の
準
備
が
整
っ
て
お
り
、
早
く
食

べ
る
よ
う
に
催
促
さ
れ
る
。
ま
だ
時
間
も
早

く
、
部
屋
で
少
し
く
つ
ろ
い
で
一
杯
や
っ
て

か
ら
夕
食
に
向
か
う
の
が
山
遊
会
好
み
。
手

伝
い
に
来
て
い
た
女
性
達
が
片
付
け
を
さ
っ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
早
く
帰
り
た
い
た
め
、
そ

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 17 )

富
士
山
も
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
も

ち
ょ
っ
と
期
待
外
れ
の
大
室
山

渡
辺

真
一

9
月
山
行
・
大
室
山

GPS軌跡図上り：赤 下り：綠
グラフ（上り）

早い夕食に苦笑い

日程：2019年9月13日（金）～9月14日（土）

目的地：大室山

コース：9月13日(金)

JR相模湖駅15:00発⇒(レンタカー)⇒16:15神ノ川ヒュッテ

9月14日(土)
神ノ川ヒュッテ[550m]6:30発⇒犬越路避難小屋(8:40～50)⇒休憩所1,230m(9:3

0～40)⇒1,450m地点(10:40～50)⇒11:15西の肩⇒大室山[1,587m](昼食11:25～

12:05)⇒12:10西の肩⇒12:30[1,450m地点]⇒休憩所[1,230m](13:15～20)⇒犬

越路避難小屋(13:55～14:05)⇒15:55神ノ川ヒュッテ⇒(レンタカー)⇒いやし

の湯(16:30～17:00)⇒(レンタカー相模原経由)⇒18:30JR八王子駅南口

歩程約7時間半（休憩除く）

参加者：染谷、辻橋、大野、小松、武藤、中臺、渡辺（7名）

係り：渡辺

記録：文・GPS/渡辺 写真/渡辺、小松、中臺

ヒュッテの外観

イギリスのリキュール
「ピムス」を飲む準備

神ノ川ヒュッテ到着



の
様
な
段
取
り
に
な
っ
た
ら
し
い
。

1
泊

2
食
付
き
で

6
千
円
と
い
う
今
ど
き
破
格

の
値
段
の
山
小
屋
な
の
で
、
文
句
も
言
え
ず

従
っ
た
。
食
事
の
後
に
は
薪
で
く
べ
た
風
呂

に
入
っ
た
が
、
中
を
虫
が
飛
び
交
う
ワ
イ
ル

ド
な
感
じ
が
な
か
な
か
の
も
の
だ
っ
た
。

手
伝
い
の
女
性
達
は
皆
帰
り
、
管
理
人
は

一
人
で
来
て
い
た
相
客
と
飲
み
始
め
た
の
で
、

わ
れ
わ
れ
も
気
兼
ね
な
く
食
事
部
屋
の
奥
の

テ
ー
ブ
ル
で
宴
会
を
始
め
た
。
担
当
が
用
意

し
た
の
は
「
ピ
ム
ス
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の

リ
キ
ュ
ー
ル
。
キ
ュ
ウ
リ
と
レ
モ
ン
を
入
れ

炭
酸
で
割
っ
て
飲
む
酒
だ
。
炭
酸
が
三
ツ
矢

サ
イ
ダ
ー
だ
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
甘
す
ぎ
た

が
、
ま
あ
ま
あ
イ
ケ
た
（
と
担
当
は
勝
手
に

思
っ
て
い
る
）
。
夜
ト
イ
レ
に
行
っ
た
と
き

に
は
雨
が
ぱ
ら
つ
い
て
い
た
。

9
月
14
日
（
土
）

朝
は
5
時
前
に
起

床
、
天
候
も
朝
食
も
ま
あ
ま
あ
（
管
理
人
は

飯
が
余
っ
た
か
ら
お
握
り
で
持
っ
て
い
か
な

い
か
と
勧
め
た
が
丁
重
に
断
る
）
。
朝
の
ト

イ
レ
は
山
小
屋
駐
車
場
の
先
に
あ
る
県
営
の

立
派
な
公
衆
ト
イ
レ
を
使
わ
し
て
も
ら
う
。

予
定
よ
り
も
早
く
6
時
半
出
発
。
途
中
ガ

レ
場
が
崩
れ
て
い
て
道
が
下
見
の
時
と
異
な
っ

て
い
た
が
、
さ
ほ
ど
問
題
な
く
無
事
通
過
。

こ
こ
が
一
番
の
難
所
。
そ
の
先
か
ら
犬
越
路

ま
で
が
急
登
。
台

風
の
風
で
飛
ば
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る

ト
タ
ン
板
や
鉄
棒

が
避
難
小
屋
か
ら
二
～
四
〇
〇
ｍ
離
れ
た
登

山
道
の
脇
に
落
ち
て
い
た
。
下
見
の
時
に
は

尾
根
上
に
あ
っ
た
も
の
だ
。
急
登
を
あ
え
い

で
上
り
、
よ
う
や
く
犬
越
路
の
き
れ
い
な
避

難
小
屋
に
到
着
。
昨
晩
眠
れ
ず
体
調
不
良
と

い
う
武
藤
さ
ん
は
こ
こ
で
待
つ
と
い
う
。

尾
根
に
出
た
の
で
景
色
が
開
け
た
も
の
の

霧
が
か
か
っ
て
い
て
、
直
ぐ
横
に
位
置
す
る

は
ず
の
富
士
山
は
見
え
ず
、
愛
鷹
山
が
か
す

か
に
眺
め
ら
れ
た
程
度
。
倒
木
が
道
を
ふ
さ

ぐ
。
植
生
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
保
護

柵
の
中
は
笹
も
背
が
高
く
、
い
ろ
い
ろ
な
花

も
咲
い
て
い
た
。
そ
の
中
に
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ

が
あ
っ
た
。
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立派な公衆トイレ

出発！！いよいよ山道へ

沢の脇を行く

沢を渡りまた渡り

犬越路に向け出発！ 難所通過・ガレ場で小休止ガレ場の上の急登を登る

トタン板も飛ばされて

犬越路直前の上り犬越路避難小屋からの眺望(箱根方面)

チョッとだけ緩やかに崩落した山肌も

尾根道からの残念な眺望(富士山方面)

秋の気配尾根道を行く尾根道をふさぐ倒木



神
ノ
川
ヒ
ュ
ッ
テ

HP
に
は
、
「

8
月
下

旬
か
ら

9
月
中
旬
に
か
け
て
大
室
山
に
咲

く
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
は
、
山
全
体
を
黄
色
い
色

に
染
め
る
ほ
ど
に
群
生
し
、
深
い
霧
と
、
ブ

ナ
の
原
生
林
の
中
で
か
す
か
に
震
え
な
が
ら

咲
く
姿
は
、
ま
さ
に
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
の
名
に

ふ
さ
わ
し
く
、
お
伽
話
の
中
に
い
る
よ
う
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
書
か
れ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
か
ら
環
境
は
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
結
果
的
に

柵
の
外
で
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
を
見
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
柵
の
外
に
あ
る
の
は
、
毒
の
た
め

鹿
に
敬
遠
さ
れ
た
ら
し
い
ト
リ
カ
ブ
ト
の
み
。

長
い
上
り
が
続
い
た
後
、
よ

う
や
く
西
の
肩
に
到
着
。
西
の

肩
か
ら
大
室
山
ま
で
は
山
梨
県
と
神
奈
川
県

の
県
境
。
な
だ
ら
か
な
道
で
直
ぐ
に
大
室
山

山
頂
一
五
八
七
ｍ
に
到
着
し
た
。
樹
木
が
多

く
展
望
は
な
い
が
開
け
た
山
頂
に
は
、
「
山

梨
百
名
山
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
看
板
も
あ

る
。
他
に
余
り
人
も
お
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
昼

食
を
楽
し
ん
だ
。

下
山
は
、
下
見
の
時
に
は
山
頂
か

ら
鐘
撞
山
に
向
か
う
稜
線
を
し
ば
ら

く
歩
き
、
日
陰
新
道
と
呼
ば
れ
る
森

林
の
中
の
道
を
神
ノ
川
ヒ
ュ
ッ
テ
に

直
接
下
る
ル
ー
ト
を
取
っ
た
が
、
虫

が
多
く
て
し
か
も
景
色
も
見
え
な
い

泥
道
だ
っ
た
の
で
今
回
は
敬
遠
し
、

来
た
道
を
そ
の
ま
ま
戻
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
西
の
肩
か
ら
の
下
り
が
長
く
、

1
時
間

10
分
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を

2
時
間
近
く
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

犬
越
路
避
難
小
屋
で
無
聊
を
託
っ

て
い
た
武
藤
さ
ん
と
合
流
し
、

ヒ
ュ
ッ
テ
目
指
し
て
下
リ
出
し

た
が
雨
も
パ
ラ
パ
ラ
降
り
出
し
、

滑
り
や
す
い
道
で
ペ
ー
ス
は
上

が
ら
な
か
っ
た
。
傘
を
片
手
に

持
っ
た
染
谷
さ
ん
も
、
普
段
は

見
た
こ
と
の
な
い
尻
餅
を
複
数

回
、
披
露
し
て
い
た
。
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やせ尾根の急降下植生保護効果

保護策の中のテンニンソウ群落

テンニンソウ

まだまだ尾根道

キノコのなる木トリカブトの花 その1

ノコンギク？の群落

アズマヤマアザミ その2

トリカブトの花 その2

アズマヤマアザミ その1

ムラサキアブラシメジモドキ

ヤマホトトギス

バライチゴの白い花

バライチゴの果実

女性陣に花マルをもらった階段

もうすぐ頂上かな？

本当にもう頂上です！

登頂！！！



疲
労
困
憊
し
な
が
ら
も
ヒ
ュ
ッ
テ
に
は
何

と
か
16
時
前
に
到
着
。
管
理
人
は
出
か
け
て

留
守
だ
っ
た
が
、
標
高
差
千
ｍ
以
上
の
長
く

て
大
変
な
登
山
を
無
事
終
了
し
た
。

ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
は
す
ぐ
さ
ま
レ
ン
タ
カ
ー

に
飛
び
乗
り
、
帰
路
途
中
に
あ
る
源
泉
掛

け
流
し
温
泉
の
「
い
や
し
の
湯
」
に
。
こ

こ
は
キ
ャ
ン
プ
場

が
隣
接
し
て
お
り

連
休
の
こ
と
も
あ
っ

て
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
た
。
当

然
温
泉
の
中
も
満

員
。
と
に
か
く
汗

を
流
し
て
17
時
ぴ
っ

た
り
に
出

発
。
余
り

信
用
で
き

な
い
ナ
ビ

を
操
作
し

て
相
模
湖

駅
や
国
道

20
号
方
向
で
は
な
く
、
国
道

413
号
を
相
模

原
方
面
に
向
か
っ
た
。
こ
ち
ら
の
ル
ー
ト
の

方
が
空
い
て
い
る
だ
ろ
う
と
の
判
断
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
果
は
散
々
で
相
模

原
市
内
で
渋
滞
し
約
束
の
返
却
時
間
が
刻
々

と
近
づ
い
て
、
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ
た
。
最

後
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
探
す
の
に
も
一

苦
労
。
ス
マ
ホ
の
威
力
で
何
と
か
見
つ
け
て
、

八
王
子
駅
南
口
の
駐
車
場
に
辿
り
着
い
た
時

間
が
約
束
の
18
時
半
ち
ょ
う
ど
。
ま
さ
に
離

れ
業
だ
っ
た
。

レ
ン
タ
カ
ー
屋
と
同
じ
ビ
ル
内
の
そ
ば
屋

で
打
ち
上
げ
＆
反
省
会
。
担
当
は
山
行
と
ド

ラ
イ
ブ
の
時
間
調
整
に
大
い
に
疲
れ
て
、
し

か
し
そ
の
分
、
無
事
完
了
の
美
酒
に
大
い
に

酔
っ
払
っ
た
。

最
後
に
、
渡
辺

が
大
室
山
山
行
を

希
望
し
て
担
当
し

た
理
由
を
述
べ
て

お
き
た
い･･･

私
の
住
む
所
沢

か
ら
は
、
富
士
山

が
裾
野
ま
で
き
れ

い
に
見
え
る
。
富

士
山
が
丹
沢
山
系
と
奥
多
摩
山
系
の
間
に
あ
っ

て
、
前
面
が
高
尾
山
～
陣
馬
山
の
低
山
し
か

な
い
か
ら
だ
。

そ
し
て
丹
沢
山
系
の
右
端
、
富
士
山
の
直
ぐ

左
横
に
き
れ
い
な
山
容
の
山
が
眺
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
大
室
山
だ
と
い
う
の
は
、
カ
シ
ミ
ー

ル
3D
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
判
明
し
た
。

そ
れ
以
来
一
度
登
っ
て
み
た
い
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
。

写
真
は
、
今
年
の
2
月
に
自
宅
近
所
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
屋
上
（
4F
）
か
ら
撮
っ
た
も
の

で
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
画
像
と
比
較
し
て
も
ら

い
た
い
。
実
は
今
回
改
め
て
見
直
し
て
、
犬

越
路
ま
で
見
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
今

回
、
つ
ら
い
思
い
で
登
っ
た
尾
根
が
鮮
明
に

眺
め
ら
れ
る
。
も
し
晴
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

あ
の
尾
根
か
ら
所
沢
方
面
の
景
色
も
見
え
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

皆
さ
ん
も
、
所
沢
、
川
越
、
富
士
見
辺
り

に
来
ら
れ
た
と
き
は
富
士
山
の
左
側
を
眺
め

て
み
て
欲
し
い
。
冬
な
ら
ば
大
室
山
や
犬
越

路
ま
で
の
尾
根
が
眺
め
る
こ
と
が
で
き
て
、

ま
た
新
た
な
感
動
を
呼
ぶ
で
こ
と
で
し
ょ
う
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 20 )

雨催いの中、下山開始

チョッと幽玄

もうすぐ沢筋、慎重に

シロソウメンタケ？

モミジバハグマ

キノコの樹木ザイモクタケ？

昼食前に記念撮影

気になる年輪

霧も出てきた

傘を片手の染谷さん

右富士山・左大室山(所沢から2019年2月撮影)

カシミール3Dでシミュレーション

ガレ場を通過する



前
日
ま
で
の
台
風
影
響
の
雨
が
嘘
の
よ
う

に
晴
れ
渡
っ
て
い
る
。

待
ち
合
わ
せ
の

Ｊ
Ｒ
青
梅
駅
バ
ス
停
に

11
名
集
合
。

Ｗ
さ
ん
に
言
わ
れ
交
番
に
登

山
計
画
書
を
出
す
。
救
助
隊
が
管
轄
で
そ
ち

ら
に
回
し
ま
す
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
と
言
わ

れ
る
。

11
時
26
分
発
吉
野
行
き
バ
ス
に
乗
る
。

稲
荷
神
社
前

バ
ス
停
下
車
、

梅
ヶ
谷
峠
へ
向

か
う
と

40
分

程
で
尾
根
に
出

る
。尾

根
道
は
穏

や
か
な
起
伏
が

連
続
す
る
快
適
な
道
で
30
分
程
で
天
狗
岩
へ

の
分
岐
に
着
く
。

二
手
に
分
か
れ
天

狗
岩
と
赤
ぼ
っ
こ
、

天
狗
岩
は
左
へ
行
く

と
い
っ
た
ん
鞍
部
へ

下
り
、
す
ぐ
に
急
な

登
り
に
な
っ
て
岩
場

の
上
に
出
る
。
こ
こ

が
天
狗
岩
。

赤
ぼ
っ
こ
は

5

分
く
ら
い
で
、
視
界

が
開
け
見
晴
ら
し
は

最
高
。
青
梅
市
街
地
、

奥
多
摩
の
山
々
が
遠

く
ま
見
渡
せ
る
。
こ

こ
で
一
緒
に
な
り
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
を
取
る
。

30
分
程
馬
引
沢

峠
方
面
に
行
く
が
、

右
方
面
の
坂
本
へ
の

指
導
標
が
な
く
少
し

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 21 )

10
月
山
行
・
赤
ぼ
っ
こ

奥
多
摩
の
山
々
や
青
梅
の
街
並
の

眺
望
に
優
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

小
池

透

バス停の目の前が稲荷神社

稲荷神社裏手の石積み
見事な積み方

コウヤボウキ

日程：2019年10月26日（土）

目的地：赤ぼっこ

コース：JR青梅駅＝青梅駅バス停11:26発⇒(バス15分)⇒稲
荷神社前11:40着⇒13:10天狗岩⇒赤ぼっこ(昼食13:
20～14:05)⇒15:00神明神社⇒15:46萱窪バス停⇒
（バス）⇒16:20JR武蔵五日市駅

参加者：染谷、辻橋、山崎、古閑、大野、杉田、渡辺、大西、
武藤、木村、小池（11名）

係り：小池

記録：文:小池 GPS＆写真:渡辺

GPS軌跡図と高度グラフ

氾濫した川の傍らの蜘蛛
の巣、大雨にも負けず

シシウド

天狗岩からの青梅の街並み天狗岩まで行った面々

樹林帯を行く

赤ぼっこへの標識

赤ぼっこの三等三角点



迷
っ
た
が
、
何
と
か
目
標
の
神
明
神
社
に
着

く
。

留
守
番
役
の
二
戸
さ
ん
に
電
話
、
ラ
グ
ビ
ー

を
や
っ
て
い
る
方
な
の
で
Ｗ
ラ
グ
ビ
ー
お
め

で
と
う
！
と
言
う
。

今
ま
で
は
坂
本
橋
か
ら
バ
ス
が
出
て
い
た

の
で
す
が
萱
窪
バ
ス
停
ま
で

30
～
40
分
歩

か
な
け
れ
ば
な
く
な
っ
た
。

天
気
は
良
く
、
少
し
迷
い
は
し
ま
し
た
が

何
と
か
赤
ぼ
っ
こ
、
神
明
神
社
に
無
事
付
き

安
堵
し
ま
し
た
。

バ
ス
20
分
程
で
武
蔵
五
日
市
駅
着
、
解
散
。

反
省
会
は
拝
島
で
美
し
い
富
士
を
見
な
が
ら

美
酒
を
味
わ
っ
た
。

反
省
と
し
て
私
も
初
め
て
下
見
を
し
た
の

で
す
が
、
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
皆
様
と

同
じ
よ
う
に
下
見
を
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

横
浜
の
自
宅
を
出
る
時
は
か
な
り
本
格
的

な
雨
。

9
時

34
分
着
の
同
じ
電
車
で
谷
田
、
小

笠
原
、
な
か
だ
い
の
3
人
が
東
吾
野
駅
に
。

大
西
さ
ん
は
1
本
前
の
電
車
で
到
着
さ
れ
て

お
り
合
流
。
小
雨
模
様
。

事
前
に
①
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
プ
ロ
ッ

ト
さ
れ
た
地
形
図
、
②
読
図
チ
ェ
ッ
ク
表
、

③
ロ
ー
プ
の
結
び
方
の
種
類
を
列
記
し
た
書

類
、
④
絵
入
り
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
解
説
書

類
を
配
信
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
登
山
用
ス

リ
ン
グ
と
ロ
ー
プ
も
持
参
、
さ
ら
に
当
日
、

⑤
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
解
説
書
類
、
⑥
絵
入

り
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
解
説
書
類
3
枚
を
追

加
で
い
た
だ
く
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 22 )

11
月
山
行
・
読
図
山
行
・
飯
能
ア
ル
プ
ス
の
大
高
山

雨
を
も
の
と
も
せ
ず

内
容
の
濃
い
地
図
読
み
山
行

中
臺

文
夫

赤ぼっこにて全員の記念写真赤ぼっこの言われ看板 親子丼を調理する大西さん

ツルリンドウ

人家のあるところへ出てホッ 竹林があって少し道を迷う

ツルリンドウの赤い実

キンモクセイの花殻が道路わきに

改札口での大西教室難なくH1到着

日程：2019年11月23日（土）

目的地：飯能アルプス 大高山

コース：東吾野駅出発10:06⇒10:20[Ｈ1]⇒[Ｈ2]

（10:38～10:42）⇒10:55[Ｈ3]⇒天覚山[445m]

（11:08～11:18）⇒11:47[Ｈ4]⇒12:18[Ｈ5]⇒大

高山[493m](昼食・ロープワーク講習12:50～13:4

5）⇒14:00[Ｈ6]⇒14:08[Ｈ7]⇒14:20[Ｈ8]⇒14:

30[Ｈ9]⇒15:00吾野駅到着

参加者：大西、谷口、小笠原、中臺（4名）

係り：大西

記録：文/中臺 GPS/大西 写真/中臺



改
札
を
出
た
と
こ
ろ
で
早
速
大
西
教
室
が

開
始
さ
れ
た
。
登
山
用
ス
リ
ン
グ
と
ロ
ー
プ

の
使
い
方
実
技
は
山
行
途
中
で
行
う
予
定
で
、

地
形
図
の
読
み
方
と
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
に

つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
く
。
今
回
は
「
地
形

図
の
読
み
方
」
、
「
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
」
、

「
基
礎
的
な
ロ
ー
プ
の
扱
い
」
を
必
ず
習
得

す
る
よ
う
に
と
大
西
講
師
か
ら
厳
命
さ
れ
た
。

久
し
ぶ
り
の
雨
の
山
行
、
全
員
雨
具
装
着
、

地
図
の
防
水
対
策
を
施
し

10
時

6
分
に
出

発
。
小
笠
原
さ
ん
先
頭
で
地
形
図
・
コ
ン
パ

ス
を
見
な
が
ら
難
な
く
H1
ポ
イ
ン
ト
到
着
。

引
き
続
き
小
笠
原
さ
ん
先
頭
で
、
か
な
り
の

急
登
を
経
て
H2
ポ
イ
ン
ト
到
着
。
途
中
、
大

西
さ
ん
か
ら
行
程
全
体
を
考
慮
し
て
歩
行
ス

ピ
ー
ド
を
調
整
す
る
よ
う
指
導
が
入
る
ほ
ど
、

若
い
小
笠
原
さ
ん
は
速
い
。

ル
ー
ト
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
探
し
で
周
囲
の
景
色
な
ど
見
る

余
裕
は
な
く
、
コ
ン
パ
ス
と
地
形
図
を
見
る

の
み
。
急
登
続
き
で
蒸
し
暑
く
衣
類
の
調
節

を
し
て
出
発
。

こ
こ
か
ら
先
は
谷
田
さ
ん
が
先
頭
。
途
中

ま
た
ま
た
急
登
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
昨
年

の
読
図
山
行
の
下
り
で
間
違
え
た
分
岐
（
昨

年

Y9
）
が

H3
ポ
イ
ン
ト
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
上
り
で

10
時

55
分
到
着
。
昨

年
の
話
で
盛
り
上
が
る
。

し
ば
ら
く
ゆ
る
く
上
る
と
、
昨
年
も
見
た

大
き
な
岩
と
そ
の
岩
の
一
部
を
抱
え
込
ん
だ

杉
の
木
が
出
現
、
す
ぐ
上
の
天
覚
山
頂
上
に

11
時
8
分
到
着
。

雨
は
弱
く
な
っ
た
り
す
る
も
の
の
止
ま
な

い
。
記
念
撮
影
後
す
ぐ
に
出
発
。
ル
ー
ト
は

ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
似
た
よ
う
な

地
形
で

H4
ポ
イ
ン
ト
を
間
違
え
、

10
分
ほ

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 23 )

急登を上りH3到着

天覚山山頂で記念撮影

天覚山⇒Ｈ4～5⇒大高山⇒
Ｈ6～9⇒吾野駅

東吾野駅⇒Ｈ1～3⇒天覚山

GPS軌跡図

H2到着 かなりの急登

天覚山山頂下の神社跡の大岩と杉 たまに雨脚が強くなる

H4？大西さんに指導を仰ぐ

大高山山頂直前の急登
やっとH5到着 立ち止まっては確認



ど
歩
き
、
正
解
の
H4
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
立
ち
止
ま
っ
て
は
地
形
図
と
コ

ン
パ
ス
を
眺
め
な
お
す
回
数
が
増
え
る
。

H5
ポ
イ
ン
ト
到
着
、
ほ
ん
の
少
し
休
憩
の

後
出
発
。
12
時
50
分
に
大
高
山
山
頂
到
着
。

や
っ
と
昼
食
。
雨
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
寒
さ

を
感
じ
大
急
ぎ
で
食
事
を
と
る
。
昼
食
後
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
講
習
会
。
昨
年
覚
え
た
は
ず
の
こ

と
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
恥

ず
か
し
い
限
り
。
や
は
り
年
1
回
で
は
覚
え

が
悪
く
、
他
の
山
行
や
集
会
の
機
会
で
の
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
講
習
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

13
時

45
分
に
大
高
山
を
出
発
。
こ
こ
か

ら
は
ル
ー
ト
の
な
い
コ
ー
ス
と
な
り
、
H6
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
テ
レ
ビ
埼
玉
中
継
施
設
を
素

通
り
し
て
し
ま
う
ミ
ス
。
若
干
本
来
の
コ
ー

ス
を
外
れ
た
が
、
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼

り
に
何
と
か
H7
ポ
イ
ン
ト
を
経
由
し
舗
装
さ

れ
た
林
道
へ
出
る
。

こ
こ
が
H8
ポ
イ
ン
ト
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
周
り
の
景
色
が
少
し
ず
つ

目
に
入
る
よ
う
に

な
り
名
残
の
紅
葉

も
散
見
さ
れ
た
。

最
後
の

H9
ポ
イ

ン
ト
の
分
岐
を
危

う
く
見
落
と
し
そ

う
に
な
る
が
住
宅

街
へ
出
て
吾
野
宿

の
古
い
街
並
み
を

見
な
が
ら
、

15
時

少
し
前
に
吾
野
駅

に
無
事
到
着
。

雨
も
降
っ
て
い

た
し
、
急
登
が
多

く
最
後
の
吾
野
駅

へ
向
か
う
急
階
段
も
堪
え
た
が
、
少
人
数

で
大
変
内
容
の
濃
い
読
図
山
行
で
し
た
。

飯
能
へ
移
動
。
移
動
中
の
車
中
で
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
補
講
。
残
念
な
が
ら
谷
田
さ
ん

は
所
用
で
帰
ら
れ
、
3
名
は
山
遊
会
御
用
達

の
中
華
料
理
店
で
反
省
会
。
昨
年
の
読
図
山

行
の
反
省
会
場
で
小
笠
原
さ
ん
を
ス
カ
ウ
ト

し
た
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 24 )

ロープワーク講習会 大高山山頂

舗装された林道へ出る(H8）

大高山を出発

赤と黄色のモミジ

紅葉したツタ H7到着

ハダカホオズキの赤い実最後のチェックポイントH9の分岐

台風か大雨の爪あと
吾野駅に向かって

吾野宿(レンズが曇ってしまった)

大最後の急登
吾野駅への階段

車中の補講



12
月
は
、
山
遊
会
恒
例
の
高
尾
山
の
ゴ
ミ

拾
い
山
行
だ
。

9
時

30
分
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
清
滝
駅
に
集
合
。
清
滝
駅
駅
長
さ
ん
に
ご

挨
拶
。
事
前
に
連
絡
は
し
て
あ
る
が
、
改
め

て
今
年
も
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
一
時
保
管
と
処

分
を
お
願
い
す
る
。

Ａ
班
（
稲
荷
山
コ
ー
ス
）
は
喜
多
さ
ん
、

古
閑
さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
武
藤
さ
ん
。

Ｂ
班
（
6
号
路
コ
ー
ス
）
は
大
西
さ
ん
、
渡

辺
さ
ん
、
中
臺
さ
ん
、
染
谷
の
各
4
名
に
グ

ル
ー
プ
分
け
。
辻
橋
さ
ん
、
少
し
風
邪
気
味

の
松
島
さ
ん
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
先
行
し
て

山
頂
で
の
場
所
の
昼
食
場
所
確
保
に
向
か
う

（
染
谷
記
）
。

Ａ
班
（
稲
荷
山
コ
ー
ス
～
頂
上

古
閑
記
）

清
滝
駅
で
6
号
路
組
と
別
れ
、
我
々

4
人
（
武
藤
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
、
木
村

さ
ん
、
古
閑
）
は
稲
荷
山
コ
ー
ス
へ
出

発
。
階
段
を
登
り
始
め
て
旭
稲
荷
に
着

い
た
時
に
は
も
う
喜
多
さ
ん
と
は
逸
れ

て
し
ま
い
、
3
人
で
行
動
を
始
め
た
。

一
般
的
な
登
山
道
な
の
で
登
山
客
も
多

い
中
、
ゴ
ミ
を
探
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

登
る
。
だ
が
、
ゴ
ミ
ら
し
き
も
の
は
中
々

見
つ
か
ら
な
い
。
登
山
道
中
央
と
左
右

の
藪
に
分
か
れ
て
探
す
も
ゴ
ミ
ら
し
き

物
は
数
か
所
に
あ
っ
た
だ
け
。
ゴ
ミ
が

無
い
事
は
良
い
事
で
は
あ
る
が
、
物
足

り
な
さ
を
感
じ
3
人
で
笑
っ
て
し
ま
う
。

東
屋
の
周
辺
も
巻
道
と
直
登
に
分
か
れ

た
が
、
見
つ
か
っ
た
の
は
飴
の
包
み
紙
。

休
ま
ず
進
ん
で
行
く
が
ゴ
ミ
は
無
い
。

途
中
、
武
藤
さ
ん
が
喜
多
さ
ん
を
心

配
し
て
下
山
し
て
く
る
人
に
容
姿
を
伝

え
消
息
を
訪
ね
た
が
「
NO
」
で
し
た
。

案
じ
な
が
ら
も
歩
を
進
め
る
。
木
の
根

が
絡
ん
だ
所
で
登
山
者
を
除
け
た
武
藤

さ
ん
が
つ
ま
ず
い
て
膝
を
痛
め
て
し
ま

う
場
面
も
。
ベ
ン
チ
の
あ
る
所
に
は
、
や
は

り
飴
の
包
み
紙
。

そ
う
こ
う
歩
い
て
い
る
う
ち
に
山
頂
直
下
。

巻
道
を
選
ぶ
の
か
と
思
い
き
や
、
武
藤
さ
ん

は
三
〇
〇
段
余
り
の
階
段
を
登
り
始
め
る
。

苦
し
く
な
っ
た
ら
立
ち
止
ま
り
ゴ
ミ
を
探
す

を
繰
り
返
す
。

山
頂
に
は
沢
山
の
登
山
者
が
シ
ー
ト
を
敷

い
て
賑
わ
っ
て
い
た
が
あ
ま
り
目
立
っ
た
ゴ

ミ
は
無
か
っ
た
。
無
事
3
人
は
到
着
。
だ
が

喜
多
さ
ん
は
着
い
て
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
暫

く
し
て
一
丁
平
へ
散
策
に
行
っ
て
い
た
辻
橋

さ
ん
が
戻
ら
れ
、
喜
多
さ
ん
は
「
ゴ
ミ
を
沢

山
拾
っ
た
の
で
遅
く
な
る
」
と
の
情
報
を
受

け
、
先
着
3
人
で
ど
こ
に
そ
ん
な
に
ゴ
ミ
が

有
っ
た
の
か
し
ら
ね
？
と
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 25 )

12
月
山
行
・
高
尾
山
清
掃
登
山
＆
忘
年
会

台
風
・
大
雨
の
後

大
量
の
ゴ
ミ
に
混
じ
り
大
物
が

古
閑

栄
子
・
染
谷

美
佐
子

日程：2019年12月14日（土）

目的地：高尾山

コース ＜往路＞

・A班:「 稲荷山コース」

清滝駅前9:36発⇒旭稲荷⇒稲荷山展望台⇒12:10高尾山山頂

・B班:「6号路コース」

清滝駅前9:36発⇒琵琶滝手前テント拾集・保管（10:10～10:30）⇒10:35
琵琶滝⇒11:30大山橋⇒11:50とび石⇒12:15高尾山山頂

＜復路＞

A・B班:「4号路～2号路～病院脇コース＆琵琶滝コース」

高尾山山頂（昼食12:15～13:30）⇒13:40 4号路入口⇒14:30 2号路入口
⇒15:20病院脇・琵琶滝分岐⇒15:30テント回収⇒15:40清滝駅倉庫（帰着）

参加者：渡辺、大西、武藤、松島、喜多、木村、辻橋、染谷、古閑、中臺（10名）

係り：中臺
記録：文 A班「稲荷山コース」/古閑 B班「6号路コース」/染谷 GPS/渡辺

写真/辻橋・中臺

GPS軌跡図 上り6号路：紫=ガーミンGPS 赤=スマホGPS 下り：緑=スマホGPS(ガーミンは下り4号路で電池切れ)

清滝駅出発してすぐにゴミ発見？

6号路へ入って間もなく
（すでにゴミ回収）



Ｂ
班
（
6
号
路
コ
ー
ス
～
頂
上
～

清
滝
駅
倉
庫

染
谷
記
）

6
号
路
コ
ー
ス
の
登
山
道
に
は

ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
が
な
い
が
、
沢
筋

に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
枝
に
絡
ま
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
多
く
あ
る
。
さ

す
が
人
気
コ
ー
ス
で
ハ
イ
カ
ー
が
多
い
こ
と
。

琵
琶
滝
付
近
で
大
物
を
発
見
！
（
※
答
え
は

後
で
）
回
収
は
帰
路
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

何
ヵ
所
か
台
風

の
影
響
で
仮
設
の

工
事
が
な
さ
れ
て

い
た
。

申
し
訳
な
い
と

思
い
つ
つ
、
私
は

「
あ
れ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
だ
」

「
あ
そ
こ
に

光
る
も
の
が
・

･
･

」
と
言
っ

て
い
る
だ
け

で
、
あ
と
は

精
鋭
の
ゴ
ミ

ヒ
ロ
イ
隊
が

ザ
イ
ル
を
つ

け
て
下
っ
て
く
れ
回
収
。

念
入
り
に
作
業
を
し
て
い
る
と
古
閑

さ
ん
か
ら
山
頂
に
着
い
た
と
の
連
絡
が

入
る
。

私
達
は
、
あ
と
30
分
は
か
か
り
そ

う
だ
。
重
く
な
っ
た
ゴ
ミ
袋
を
さ

げ
、
人
で
ご
っ
た
返
す
山
頂
を
ぬ

け
、
皆
の
待
つ
い
つ
も
の
所
で
、

全
員
集
合
。

辻
橋
さ
ん
の
差
し
入
れ
の
酒
肴
と
、
晩
餐

会
で
供
さ
れ
た
ワ
イ
ン
（
赤
・
白
）
や
、
ヒ

レ
酒
を
楽
し
む
。
12
月
に
し
て
は
強
い
日
差

し
に
寒
さ
を
感
じ
な

い
。
し
ば
ら
く
寛
い

で

13
時

30
分
に
出

発
。下

山
は

4
号
路

（
吊
り
橋
コ
ー
ス
）

で
、
所
々
で
時
間
調

整
を
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
ゴ
ミ
を
拾
う

こ
と
は
忘
れ
ず
に
、

病
院
道
コ
ー
ス
の
急

斜
面
を
下
る
。

途
中
で
大
物
回
収

に
む
か
う
渡
辺
さ
ん
、

中
臺
さ
ん
と
別
れ
て

清
滝
駅
の
ゴ
ミ
置
き

場
前
で
集
合
す
る
。

こ
こ
で
大
ま
か
に
分

別
し
て
駅
員
の
方
に

引
き
渡
す
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
多
か
っ
た

の
は
、
ザ
ッ
ク
の
サ

イ
ド
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

落
ち
て
し
ま
っ
た
か

ら
か
な
？

※
大
物
の
答
え
は
テ

ン
ト
一
式
（

3
～

4
名
用
）
で
し
た
。

そ
の
後
、
高
尾
駅
の
ミ
ラ
イ
ザ
カ
に
て
忘

年
会
を
ひ
ら
き
、
今
年
の
山
行
を
締
め
く
く
っ

た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 26 )

名残の紅葉

まだ景色を見る余裕が6号路 沢筋を離れ

頂上手前の難関 長い階段もうすぐ頂上 足取りは軽い？

一丁平からの富士山（写真：辻橋）背中に西日を浴び4号路へ

一休みで時間調整

休憩中も喜多さんは探す！なごりの紅葉で一息2号路を下る やっぱり喜多さん！

ヤブコウジ

倉庫前で記念撮影

(収集したゴミは倉庫の中）店から提供の魔王！

忘年会 代表のあいさつ



早
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
る
。
悪
天
候
の

場
合
は
、
地
元
に
詳
し
い
山
﨑
さ
ん
に
代
案

を
出
し
て
も
ら
う
つ
も
り
で
い
た
ら
、
「
風

邪
の
た
め
不
参
加
」
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

雨
は
午
後
に
は
止
む
と
の
予
報
な
の
で
、
歩

こ
う
と
決
め
る
。
寒
風
が
通
り
ぬ
け
る
京
急

長
沢
駅
に
7
名
が
集
合
。

他
に
も
同
じ
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
い
て
早
々

と
雨
の
中
を
歩
き
始
め
て
い
る
。
私
達
も
雨

具
を
つ
け
出
発
す
る
。
車
道
を
5
分
程
歩
き
、

山
道
に
は
い
る
。
高
い
樹
々
の
先
端
が
強
風

で
揺
れ
て
い
る
。
そ
し
て
時
々
風
が
吹
き
抜

け
て
い
く
。

YRP
野
比
駅
の
道
と
合
流
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

急
坂
を
登
り
き
る
と
三
浦
富
士
の
山
頂
だ
。

正
式
名
称
は
富
士
山
と
書
い
て
「
ふ
じ
や
ま
」

と
読
む
ら
し
い
。
浅
間
神
社
奥
社
の
石
碑
が

あ
る
。
東

京
湾
か
ら

房
総
半
島

が
望
め
る

は
ず
が
、

雨
に
は
ば

ま
れ
景
色

が
滲
ん
で

み
え
る
。

こ
こ
か

ら
先
、
武

山
ま
で
雨

を
し
の
げ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
昼
食
は

武
山
に
な
り
そ
う
だ
。

木
の
階
段
を
下
り
、
巾
広
い
道
を
進
む
と

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 27 )

登山口

１
月
山
行
・
三
浦
富
士

三
浦
半
島
で
雪
に
震
え
た

武
山
山
頂
の
昼
食

染
谷

美
佐
子

日程：2020年1月18日（土）

目的地：三浦富士

コース：京浜急行長沢駅10:10発⇒解放戦士碑(10:22-23)⇒三
浦富士(11:01-11)⇒砲台山／砲台跡(11:42-48)⇒武山分岐
(11:52-55)⇒武山(昼食12:10-13:10)⇒武山不動(13:14-20)
⇒津久井観光農園直売所(13:52-14:01)⇒14:27京浜急行津
久井浜駅

参加者：大野、古閑、大西、中臺、渡辺、杉田(ゲスト)、染

谷(10名)
係り：染谷

記録：文/染谷 GPSデータ/渡辺 写真/渡辺・中臺

GPS軌跡図（赤：往路 青：復路）

解放戦士碑前

海岸線らしい様相の林

雨支度で出発！

根こそぎの倒木倒木を乗り越えて

YRP野比駅からの道と合流

登り開始

急登が始まる

眺望はない



相
模
湾
の
展
望
が
い
い
見
晴
台
が

あ
る
。
こ
こ
も
雨
に
は
勝
て
な
い
。

紺
碧
の
海
の
色
を
想
像
し
て
通
り

過
ぎ
る
。
ほ
ど
な
く
し
て
砲
台
山

に
着
い
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
昼
食

場
所
に
手
ご
ろ
な
と
こ
ろ
だ
。
山
頂
に
は
海

上
保
安
庁
の
無
線
塔
と
、
太
平
洋
戦
争
中
に

海
軍
が
つ
く
っ

た
砲
台
跡
が
の

こ
さ
れ
て
い
た
。

止
む
は
ず
の

雨
は
雪
と
な
り
、

や
や
急
な
下
り
の
あ
と
緩
や
か
な
鞍
部
を
歩

き
、
や
っ
と
武
山
に
到
着
。
い
つ
も
は
多
く

の
ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
う
こ
の
あ
た
り
も
私
達

だ
け
だ
っ
た
。
展
望
台
の
下
に
は
ベ
ン
チ
と

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
や
っ
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

と
な
っ
た
。

三
浦
半
島
の
南
端
の
山
で
初
雪
に
遭
遇
す

る
と
は
、
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
か

も
。
ツ
ツ
ジ
の
名
所
に
雪
が
舞
い
降
り
る
さ

ま
を
見
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
、
ひ
れ
酒
、
ワ

イ
ン
な
ど
で
五
臓
六
腑
を
温
め
る
と
一
息

つ
い
た
。

そ
の
後
、
武
山
不
動
院
に
詣
で
、
今
な

お
止
ま
な
い
雪
の
中
を
滑
り
そ
う
な
階
段

を
注
意
し
な
が
ら
下
山
す
る
。
あ
た
り
の

森
が
風
の
通
り
道
な
の
か
、
倒
木
が
目
立

つ
。農

道
に
で
て
か
ら
は
ミ
カ
ン
畑
や
民
家

も
多
く
な
り
、
津
久
井
浜
観
光
農
園
で
一

休
み
。
観
光
客
が
多
い
直
売
所
も
今
日
は

人
が
い
な
い
。
三
〇
〇
円
の
三
浦
大
根
の

大
き
さ
に
一
同
び
っ
く
り
。
イ
チ
ゴ
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
間
を
案

内
板
に
導
か
れ
る
よ
う
に
津
久
井
浜
駅
へ

向
か
う
。
雨
粒
の
光
る
キ
ャ
ベ
ツ
畑
は

美
し
か
っ
た
。
京
急
の
電
車
が
見
え
る

と
津
久
井
浜
駅
も
近
い
。

久
里
浜
駅
ま
で
移
動
し
て
、
新
年
会

会
場
「
一
升
屋
」
へ
向
か
い
、
初
雪
の

新
年
山
行
を
締
め
く
く
る
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 28 )

砲台跡

富士山山頂の祠

ランチタイム／体の中から温める

急登終わり？
富士山山頂での記念写真

トキワツユクサ(外来植物)の群落

倒れた道標うっすら「三浦富士」

東京湾・房総半島は望めず本日の目的地

広い道は川のような流れが見晴台も・・・

霙？雪？武山不動院
倒木が多い！！

キャベツ畑から望む武山立派な三浦ダイコン
早くもホトケノザが

今年もよろしくお願いします
(一升屋前にて）



２
月
の
例
会
山
行
の
北
八
ツ
が
中
止
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
欠
番
に
は
し
た
く
な
い
。

そ
こ
で
27
日
の
例
会
で
僕
が
予
定
し
て
い
た

高
尾
山
個
人
山
行
が
急
遽
浮
上

し
て
、
や
れ
や
れ
例
会
山
行
に

ば
け
て
し
ま
っ
た
。
５
人
が
参

加
。10

時
に
清
滝
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
る
。

高
尾
山
駅
か
ら
薬
王
院
へ
。
薬
王
院
の
裏
側

を
回
り
込
ん
で
、
3
号
路
と
の
分
岐
に
出
る
。

3
号
路
は
改
修
工
事
の
た
め

3
月
中
は
通

行
止
め
と
か
。

山
頂
に
は
10
時

50
分
に
着
い
た
。
途
中

で
、
石
垣
に
可
憐
な
空
色
の
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ
が
ち
ら
ほ
ら
咲
い
て
い
る
。
今
年
初
お
目

見
え
。
シ
ュ
ン
ラ
ン
が
二
株
春
を
待
っ
て
い

る
。
春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

こ
の
国
は
、
中
国
の
春
節
以
来
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
影
響
で
中
国
か
ら
の

観
光
客
が
ぱ
っ
た
り
と
い
な
く
な
り
、
お
か

げ
で
昔
の
静
か

な
高
尾
山
が
戻
っ
て
き
た
。

だ
が
、
こ
の
頃
は
代
わ
り
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
騒
動
の
影
響
で
全
国
的
に
臨
時
休
校
に

な
っ
て
居
場
所
の
な
く
な
っ
た
子
供
た
ち
で

山
頂
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。
何
は
と
も
あ
れ
行

き
場
の
な
く
な
っ
た
少
年
・
少
女
た
ち
が
山

に
目
覚
め
て
く
れ
れ
ば
誠
に
め
で
た
い
こ
と
。

富
士
山
は
見
え
な
い
が
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
で
運
よ
く

テ
ー
ブ
ル
ベ
ン
チ
が
開
い

て
早
速
、
昼
食
の
用
意
。

め
い
め
い
持
ち
寄
り
の
御

馳
走
が
並
ぶ
。
初
釜
か
な
？

辻
橋
さ
ん
の
お
手
前
で
お

茶
を
戴
く
。

13
時
に
は

４
号
路
か

ら
下
山
を
開
始
、
浄
心
門
か
ら

２

号
路
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
坂
を
経
て
高
尾
病

院
へ
下
山
。
あ
い
に
く
高
橋
屋
が
休

業
、
つ
た
や
で
改
め
て
昼
食
会
。

今
回
は
僕
の
リ
ハ
ビ
リ
山
行
に
み

な
さ
ん
に
お
付
き
合
い
頂
い
た
次
第
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 29 )

今日はケーブルカー

2
月
山
行
・
高
尾
山

昔
の
よ
う
に
静
か
な

高
尾
山
で
リ
ハ
ビ
リ
山
行

松
島

岳
生

日程：2020年2月29日（土）
目的地：高尾山

コース：清滝駅⇒ (ケーブルカー)⇒高尾山駅⇒薬王院⇒山頂

⇒４号路⇒２号路⇒ゴロゴロ坂⇒高尾病院⇒清滝駅

参加者：辻橋、染谷、古閑、中臺、松島（5名）

係り：松島

記録：文/松島 写真/中臺

初めて気が付きました

かなりの急勾配

初タチツボスミレ

お初釜？お点前頂戴いたします

シュンラン

のんびり・ゆっくり

静かな高尾山山頂

若者の間で集合写真

4号路つり橋 ここも静か

4号路から下山開始

自然と文明の交差点

もうすぐ清滝駅 紅梅のお出迎え



3
月
28
日(

土)

新
型
コ
ロ
ナ
の

蔓
延
で
外
出
自
粛

が
言
わ
れ
始
め
た

な
か
、
担
当
者
と
し
て
は
中
止
の
可
能
性
も

頭
を
よ
ぎ
り
は
し
た
け
れ
ど
、
月
例
集
会
も

懇
親
会
も
通
常
通
り
や
っ
た
の
で
、
そ
の
勢

い
で
実
施
を
決
心
し
た
。

当
日
は

曇
り
の
ち

雨
の
天
気

予
報
な
が

ら
時
た
ま

晴
れ
間
も

見
え
、
ほ
ぼ
貸
し
切
り
状
態
の
東
武
特
急
き

ぬ

107
号
で
、
鬼
怒
川
温
泉
駅
10
時
に
予
定

通
り
4
名
が
集
合
。

東
京
で
は
す
で
に
品
切
れ
が
続
い
て
い
る

マ
ス
ク
が
鬼
怒
川
温
泉
駅
の
売
店
で
販
売
さ

れ
て
い
る
の
を
、
中
臺
さ
ん
が
め
ざ
と
く
見

つ
け
て
早
速
購
入
。
入
荷
し
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
と
言
う
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
人
だ
か
り

が
で
き
て
瞬
く
間
に
売
れ
て
い
く
。

女
夫
渕
行
き
の
市
バ
ス
は
、
予
想
外
に
多

く
の
乗
客
を
乗
せ
て
10
時
15
分
出
発
。
距

離
40
km
以
上
、
1
時
間
40
分
の
長
旅
で
あ

る
。
バ
ス
は
鬼
怒
川
温
泉
街
の
巨
大
な
ホ
テ

ル
群
を
横
目
に
見
な
が
ら
上
流
へ
。

こ
の
バ
ス
は
、
4
つ
の
ダ
ム
を
通
過
す
る
。

川
治
温
泉
を
過
ぎ
て
山
間
を
上
っ
て
い
く
と
、

ま
ず
初
め
に
五
十
里
ダ
ム
が
現
れ
る
。
五
十

里
湖
は
鬼
怒
川
本
流
で
は
な
く
、
支
流
の
男

鹿
川
と
い
う
野
岩
鉄
道
に
沿
っ
た
川
に
か
か

る
ダ
ム
湖
だ
。
そ
の
ま
た
支
流
に
は
湯
西
川

ダ
ム
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
今
回
見

る
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
方
、

本
流
の
鬼
怒
川

に
は
、
五
十
里

ダ
ム
に
並
ん
だ
形
で
川
治
ダ
ム

が
あ
る
。
バ
ス
は
そ
の
川
治
ダ

ム
堰
堤
の
上
を
通
っ
て
上
流
に

進
み
、
青
柳
平
で
の
ト
イ
レ
休

憩
を
は
さ
み
、
や
や
小
ぶ
り
の

黒
部
ダ
ム
を
通
過
し
、
さ
ら
に

川
俣
ダ
ム
へ
と
鬼
怒
川
本
流
を

遡
っ
て
い
く
。
川
俣
温
泉
の
寂

れ
た
数
件
の
宿
を
通
過
し
た
ら

終
点
は
近
い
。
女
夫
渕
バ
ス
停

に
は
11
時
55
分
に
到
着
し
た
。

こ
こ
に
は
以
前
、
女
夫
渕
温

泉
ホ
テ
ル
と
い
う
、
多
く
の
露

天
風
呂
で
有
名
な

1
軒
宿
が

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
二
月

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 30 )

GPS軌跡図（赤：往路のみ）

3
月
山
行
・
日
光
沢
温
泉

た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ

奥
鬼
怒
の
雪
見
露
天
風
呂

渡
辺

真
一

日程：2020年3月28日（土）～3月29日（日）

目的地：奥鬼怒 日光沢温泉

コース：3月28日(土)

東武鉄道鬼怒川温泉駅バス停10:15発⇒(バス1:40 1,570円)⇒女

夫渕バス停(昼食11:55～12:25)⇒(0:30)⇒12:55鬼怒の中将乙姫

橋⇒(0:40)⇒13:35二つ岩橋⇒(0:55)⇒八丁の湯(14:30～14:40)

⇒(0:15)⇒加仁湯(14:55～15:00)⇒(0:15)⇒15:15日光沢温泉

3月29日(日)

日光沢温泉8:40発⇒(0:50)⇒八丁の湯[日帰り入浴](9:30～10:30）
⇒(1:50)⇒12:20鬼怒の中将乙姫橋⇒(0:35)⇒女夫渕バス停(昼食
12:55～15:25)⇒バス(1:40)⇒17:05鬼怒川温泉駅バス停

参加者：辻橋、大野、中臺、渡辺（4名）

係り：渡辺

記録：文・GPS/渡辺 写真：渡辺、中臺

まだ朝晩は寒いのか

いきなりの急な階段

女夫淵バス停到着

鬼怒の中将乙姫橋川沿いを行く

ヒメツチハンミョウが多く見られた人が近づいても全く動じない単独猿



に
起
き
た
地
震
で
廃
業
、
解
体
撤
去
し
て
跡

形
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
だ
源
泉
は
あ
る

は
ず
だ
か
ら
、
せ
め
て
日
帰
り
温
泉
だ
け
で

も
復
活
し
て
欲
し
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
、

こ
こ
ま
で
に
通
過
し
た
い
く
つ
か
の
温
泉
街

の
衰
退
を
見
る
と
採
算
的
に
困
難
な
の
か
。

乗
客
の
ほ
と
ん
ど
は
加
仁
湯
と
八
丁
の
湯

の
送
迎
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
出
発
し
、
我
々

は
誰
も
い
な
く
な
っ
た
駐
車
場
の
中
の
東
屋

で
、
手
早
く
昼
食
を
済
ま
せ
て
出
発
。

ゲ
ー
ト
の
閉
ま
っ
た
奥
鬼
怒
ス
ー
パ
ー
林

道
か
ら
い
き
な
り
木
の
階
段
を
登
り
、
小
さ

な
峠
を
越
え
て
再
び
沢
に
下
る
と
長
い
橋
が

あ
っ
た
。
「
鬼
怒
の
中
将
乙
姫
橋
」
と
い
う

名
の
新
し
く
で
き
た
橋
で
あ
る
。
橋
を
渡
る

と
猿
が
一
匹
、
河
原
を
歩
い
て
い
た
。
そ
の

後
も
猿
を
見
か
け
た
が
群
れ
で
は
な
く
、
い

ず
れ
も
単
独
で
あ
っ
た
。

日
陰
に
は
少
し
雪
が
残
っ
て
い
た
が
、
こ

の
あ
と
道
に
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
な
か
っ
た
。

地
図
に
は
川
沿
い
に
温
泉
マ
ー
ク
が
4
箇
所

ば
か
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
辺

り
を
通
る
と
硫
黄
の
匂
い
が
微
か
に
漂
っ
て

い
た
。
八
丁
の
湯
ま
で
の
道
程
の
約
半
分
の

と
こ
ろ
に
二
つ
岩
橋
、

砥
の
岩
橋
と
い
う
橋
が

連
続
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
過
ぎ

る
と
広
い
河
原
と
な
り
、
護
岸
工
事
が
大
々

的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
膨
大
な
量
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
運
ぶ
の
に
、
ど
こ

か
ら
作
業
道
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

八
丁
の
湯
は
大
き
く
変
身
し
て
い
た
。
真

新
し
い
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
何
軒
か
建
ち
、
ラ
ン

プ
し
か
な
い
昔
の
素
朴
な
温
泉
宿
の
イ
メ
ー

ジ
は
全
く
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
加

仁
湯
も
同
じ
で
、
む
し
ろ
加
仁
湯
の
三
階
建

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
へ
の
変
身
の
方
が
さ
ら
に
大

き
い
か
も
し
れ
な
い
。

八
丁
の
湯
か
ら
加
仁
湯
温
泉
、
日
光
沢
温

泉
ま
で
は
林
道
歩
き
と
な
り
、
目
的
地
が
近

づ
い
た
こ
と
で
ペ
ー
ス
も
上
が
り
、
各
々

15
分
の
道
の
り
で
15
時
15
分
に
日
光
沢
温

泉
に
到
着
し
た
。
早
速
、
部
屋
に
案
内
さ
れ

く
つ
ろ
い
だ
後
、
内
湯
と
露
天
風
呂
を
楽
し

ん
だ
。
食
事
の
時
に
集
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
を
見

る
と
、
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
と
祖
母
の
三
世

代

5
人
家
族
、
カ
ッ
プ
ル

1
組
、
単
独
が

2
組
、
そ
し
て
我
々
だ
っ
た
。

食
後
、
女
性
陣
は
七
時
～
九
時
の
女
性
専

用
と
な
っ
た
露
天
風
呂
を
楽
し
ん
だ
ら
し
い
。

た
だ
ち
ょ
う
ど
雨
が
降
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
、

桶
を
頭
に
被
っ
て
入
っ
た
と
か
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 31 )

まもなく八丁の湯 残雪の中を行く 恐らく昨年の台風19号で倒れた樹木

奥鬼怒スーパー林道と加仁湯

八丁の湯に到着

加仁湯（ホテル？）の前で ログハウスが立ち並ぶ八丁の湯

まさに爪痕日光沢温泉到着

日光沢温泉近くで大規模な林道
崩落

ちょっと渋い部屋

湯が黒い上の露店風呂 湯が白い下の露店風呂 日光沢温泉内湯

静かな夕食でした お待ちかねの夕食

ボリュームたっぷりの朝食 起きたら大雪！



3
月
29
日(

日)

雨
は
夜
遅
く
ま
で
降
り
続
い
て
お
り
、
部

屋
も
比
較
的
暖
か
か
っ
た
の
で
朝
起
き
た
と

き
の
積
雪
に
は
少
々
驚
い
た
。
い
つ
雪
に
変

わ
っ
た
の
か
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
結
構
な

積
雪
量
だ
っ
た
。
朝
食
の

間
も
、
出
か
け
る
と
き
も

雪
は
し
ん
し
ん
と
降
り
続

い
て
い
た
。
新
雪
が
と
て

も
深
そ
う
だ
っ
た
の
で
オ

ロ
オ
ソ
ロ
シ
の
滝
方
面
に
行
く
の
は
断
念
し
、

下
山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
50
分
程
か
か
っ

て
八
丁
の
湯
に
到
着
、
日
帰
り
入
浴
を
す
る

こ
と
に
。

八
丁
の
湯
は
ち
ょ
う
ど
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
の
時
間
だ
っ
た
の
で
、

宿
泊
客
と
入
れ
替
わ
っ
て

静
か
な
露
天
風
呂
を
楽
し

め
た
。
た
だ
し
、
雪
の
降

り
し
き
る
中
の
入
浴
で
頭

に
被
る
桶
も
な
く
、
少
々

寒
い
思
い
を
し
た
け
れ
ど

･
･
･

。
混
浴
露
天
風
呂
は
3
箇

所
あ
り
（
別
に
女
性
専
用
が
1

箇
所
）
、
脱
衣
所
の
直
ぐ
横
に

あ
る
の
が
雪
見
の
湯
で
、
こ
こ

が
創
業
当
時
か
ら
の
野
天
風
呂

だ
そ
う
だ
。
一
番
高
い
場
所
に

あ
る
滝
の
横
の
露
天
風
呂
（
石

楠
花
の
湯
）
に
は
屋
根
が
あ
り
、
ゆ
っ

く
り
で
き
た
が
、
女
性
専
用
風
呂
と
つ
な

が
る
一
番
広
い
混
浴
露
天
風
呂
（
滝
見
の

湯
）
は
ぬ
る
く
て
長
く
は
入
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
。

私
は
、
ほ
ぼ

40
年
前
に
暮
れ
か
ら
正

月
に
か
け
て
、
こ
の
八
丁
の
湯
に
逗
留
し

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
「
雪
見
の
湯
」
で

滝
を
眺
め
な
が
ら
、
持
ち
込
ん
だ
一
升
瓶
で

仲
間
達
と
雪
見
酒
を
や
っ
た
の
を
思
い
出
し

た
。八

丁
の
湯
を
出
て
、
日
光
沢
で
一
緒
だ
っ

た
5
人
家
族
と
前
後
し
な
が
ら
、
雪
道
を
歩

く
。
行
き
と
違
っ
て
大
き
く
異
な
る
雪
景
色

は
新
鮮
で
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。

八
丁
の
湯
か
ら
2
時
間
半
足
ら
ず
で
女
夫

渕
駐
車
場
に
到
着
。
わ
ず
か
な
差
で
昼
過
ぎ

の
バ
ス
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

無
料
休
憩
所
で
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
が
と
れ
た
。

た
だ
、
暖
房
は
な
く
最
終
バ
ス
の
時
刻
ま
で

さ
ら
に
2
時
間
半
、
最
初
は
良
か
っ
た
も
の

の
徐
々
に
寒
く
な
り
震
え
た
。

よ
う
や
く
や
っ
て
き
た
バ
ス
は
、
や
は
り

八
丁
の
湯
と
加
仁
湯
か
ら
来
た
客
で
結
構
埋

ま
り
、
車
窓
か
ら
の
雪
景
色
を
堪
能
し
な
が

ら
鬼
怒
川
温
泉
駅
に
到
着
。

鬼
怒
川
温
泉
駅
前
に
は
SL
専
用
の
転
車
台

が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
SL
が
到
着
し
転
車
台
で

方
向
転
換
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
SL
は

北
海
道
か
ら
、
ま
た
、
転
車
台
は
広
島
県
の

三
次
駅
か
ら
移
設
さ
れ
た
も
の
だ
と
か
。
滅

多
に
見
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
SL
が
方
向

を
180
度
転
換
す
る
様
子
を
動
画
を
撮
り
な
が

ら
見
物
し
た
。

上
り
電
車
が
来
る
ま
で
駅
前

で
反
省
会
を
と
店
を
探
し
た
が
、

ど
の
店
も
や
っ
て
お
ら
ず
諦
め

て
駅
弁
と
酒
を
買
い
込
み
、
特

急
車
内
で
の
反
省
会
と
な
っ
た
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 32 )

下山開始

雪支度で記念撮影

八丁の湯を出発

八丁の湯 露天風呂

久しぶりのアイゼンで

八丁の湯で改めて雪支度

手すりもこの通り
雪の二つ岩橋

思わぬ雪景色を堪能

雪をまとった
鬼怒の中将乙姫橋

女夫渕駐車場に到着

駐車場の雪景色

川治ダム湖畔から

転車台の蒸気機関車「大樹」

車中反省会



*

集
会
で
の
山
行
報
告
、
山
行
計
画
の
「
詳
細
」
は
山

遊
会
だ
よ
り
本
文
と
重
複
す
る
た
め
割
愛
し
て
あ
り

ま
す
。
集
会
の
会
場
は
全
て
104
号
室
で
す
。

◆

2
0
1
9
年

◆

4
月
集
会

日
時

4
月
25
日
（
木
）

19:30
～

20:00

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
石
光
、
山
崎
、
武
藤
、

土
田
、
染
谷
、
松
島
、
中
臺
、
小
池
、
江
村
、
小
笠

原

計
13
名

記
録

小
池

◯

4
月
定
例
山
行
「
秩
父-

蓑
山(

美
の
山
公
園)

お
花
見
山
行
」
（
係
：
辻
橋
）

・
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
イ
カ
リ
ソ
ウ
は
咲
い
て
お

ら
ず
、
桜
も
時
期
的
に
早
か
っ
た
。

・
お
花
見
山
行
と
し
て
は
若
干
寂
し
か
っ
た
。

◯

山
行
計
画

5
月
定
例
山
行
「
大
菩
薩
峠
か
ら

小
菅
縦
走
」
（
係
：
松
島
）
、
6
月
定
例
山
行
「
天

城
山
」
（
係
：
渡
辺
）
＊
石
楠
花
、
ツ
ツ
ジ
が
見
ご

ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。

◯

そ
の
他

新
入
会
員
、
小
笠
原
さ
ん
自
己
紹
介

5
月
集
会

日
時

5
月
23
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
武
藤
、
小
池
、
染
谷
、
中

臺

計
6
名

記
録

染
谷

◯

山
行
報
告

5
月
定
例
山
行
「
大
菩
薩
峠
～
小

菅
へ
の
縦
走
」
（
係
：
松
島
）
8
名
参
加
。
初
日
晴
。

12
時
塩
山
駅
に
集
合
し
、
タ
ク
シ
ー
で
「
福
ち
ゃ
ん

荘
」
へ
向
か
い
、
唐
松
尾
根
を
の
ぼ
り
大
菩
薩
嶺
を

往
復
し
て
大
菩
薩
峠
の
「
介
山
荘
」
に
投
宿
。
二
日

目
晴
。
石
丸
峠
か
ら
歩
く
ご
と
に
木
々
の
芽
吹
き
が

増
し
て
い
く
、
大
ダ
ワ
で
昼
食
。
「
牛
の
寝
」
の
名

の
よ
う
に
登
り
下
り
の
多
い
長
丁
場
だ
っ
た
が
、
新

緑
の
中
、
い
い
汗
を
な
が
し
た
。
小
菅
の
湯
で
一
浴

び
後
、
奥
多
摩
で
ビ
ー
ル
を
呑
み
反
省
会
。

6
月
集
会

日
時

6
月
27
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
松
島
、
大
西
、
武
藤
、
小
池
、
木

村
、
中
臺
、
辻
橋

計
8
名

記
録

辻
橋

◯

山
行
報
告

6
月
定
例
山
行
「
天
城
山
」
（
係

渡
辺
）
計
7
名
参
加
。
初
日
は
天
気
が
悪
く
雨
。

参
加
者
7
名
の
内
4
名
は
予
定
の
河
津
七
滝
巡
り

を
せ
ず
宿
に
直
行
。
3
名
で
予
定
の
コ
ー
ス
の
一
部

を
歩
く
。
二
日
目
は
八
丁
池
口→

万
三
郎
岳→

万

二
郎
岳→

天
城
高
原
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
を
、
こ
れ

も
3
名
で
歩
い
た
。

◯

そ
の
他

懇
親
会
会
場
と
し
て
毎
月
通
っ
て
い
た

「
汁
番
」
が
閉
店
に
な
る
の
で
、
次
回
か
ら
ど
う
し

よ
う
！
と
皆
で
心
配
？

早
々
と
集
会
を
終
え
て

最
後
の
紹
興
酒
を
呑
み
に
汁
番
へ
繰
り
出
し
た
。

7
月
集
会

日
時

7
月
25
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
武
藤
、
小
池
、
木
村
、
中

臺
、
辻
橋
、
染
谷

計
8
名

記
録

染
谷

◯

山
行
報
告

7
月
定
例
山
行
「
美
ヶ
原
」
（
係

保
坂
）
計
6
名
参
加
。
心
配
し
た
天
候
も
両
日
と

も
、
ほ
と
ん
ど
雨
に
降
ら
れ
な
か
っ
た
。
美
ヶ
原
は

観
光
化
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
道
も

よ
く
整
備
さ
れ
自
然
が
残
っ
て
い
る
。
扉
峠→

茶
臼

山→

塩
く
れ
場→

山
本
小
屋→

牛
伏
山
（
往
復
）
。

宿
（
岳
の
湯
温
泉
・
雲
渓
荘
）
は
料
理
が
美
味
し
く
、

送
迎
ま
で
し
て
も
ら
い
一
同
感
激
。
翌
日
は
上
田
城

を
観
光
後
、
「
や
ぐ
ら
亭
」
で
蕎
麦
を
食
べ
帰
京
し

た
（
辻
橋
）
。

◯

そ
の
他

(1)

同
好
会
連
絡
会
議
（
7/1
）
の
報

告

事
務
局
よ
り
ル
ー
ム
利
用
の
注
意
事
項
あ
り
、

理
事
会
や
委
員
会
の
利
用
が
優
先
。
い
ず
れ
の
同
好

会
も
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
廃
部
3
、
新
規
3。

「
山
遊
会
だ
よ
り
」
を
他
同
好
会
に
配
布
。
手
ぬ
ぐ

い
販
売
の
宣
伝
を
し
た
（
渡
辺
）
。

(2)

懇
親
会
会
場
だ
っ
た
「
汁
番
」
が
閉
店
。
辻
橋

さ
ん
が
下
見
済
の
「
西
安
」
に
会
場
を
移
す
。
以
降
、

懇
親
会
は
汁
番
か
ら
西
安
に
会
場
を
変
更
し
て
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

8
月
集
会

日
時

8
月
22
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
武
藤
、
小
池
、
木
村
、
辻
橋

計
5
名

記
録

辻
橋

◯

個
人
山
行
報
告

定
例
議
題
に
入
る
前
に
、
渡
辺

代
表
よ
り
木
村
さ
ん
に
、
過
日
体
験
し
た
個
人
山
行

で
の
出
来
事
を
皆
に
話
す
よ
う
提
案
が
あ
り
、
次
の

様
な
報
告
が
あ
っ
た
。
【
木
村
さ
ん
談
】
先
日
、
友

人
5
人
で
、
奥
鬼
怒
温
泉
郷(

泊)

～
鬼
怒
沼
湿
原

～
物
見
山
～
大
清
水(

尾
瀬)

の
コ
ー
ス
を
歩
い
た
。

そ
の
折
、
2
人
の
メ
ン
バ
ー
が
途
中
か
ら
体
調
を

崩
し
介
助
し
な
が
ら
の
山
行
と
な
り
、
物
見
山
へ
着

い
た
の
が
通
常
の
倍
近
い
時
間
と
な
っ
た
。
そ
の
日

に
帰
京
は
無
理
と
判
断
し
て
、
家
人
に
そ
の
旨
連
絡

を
す
る
。
そ
の
後
の
下
り
道
も
か
な
り
急
峻
な
箇
所

が
あ
り
、
動
け
な
く
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
荷
を
担
い

で
、
な
だ
め
す
か
し
し
な
が
ら
の
下
山
と
な
り
、
途

中
で
ビ
バ
ー
ク
。
朝
6
時
に
出
発
し
て
大
清
水
に

最
終
的
に
着
い
た
の
は
22
時
、
16
時
間
を
費
や

し
た
。
携
帯
の
電
波
が
届
か
ず
家
人
と
の
連
絡
が
取

れ
な
く
な
り
、
心
配
し
た
家
人
が
警
察
に
通
報
、
遭

難
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
途
中
で
捜
索
隊
と
行
き

会
っ
て
の
大
清
水
帰
還
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◯

山
行
留
守
番
役
に
つ
い
て

定
例
山
行
の
留
守
番

役
を
引
き
受
け
た
時
、
な
ん
ら
か
の
事
故
報
告
を
受

け
た
時
の
留
守
番
役
と
し
て
の
対
処
法
が
皆
全
く
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
な
の
で
、
勉
強
会
の

早
期
実
施
を
決
定
し
た
。
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月

例

集

会

福
原
サ
チ
子
さ
ん
へ

サ
チ
子
さ
ん
と
は
、
同
期
入
会
と
同
時
に
お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
期
会
の
頃
に
は

あ
ま
り
ご
一
緒
の
山
行
が
な
く
、
む
し
ろ

三
水
会
で
の
お
付
き
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
私
に
は
真
似
の
で
き
な
い
、
お
っ
と
り
と
し
た
上
品
な
立
ち
振
る
舞
い
や
話
し
方

、
そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
造
詣
が
深
く
、
教
わ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、
よ
く
「
年
下
の
姉
よ
ね
」
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
、
山
遊
会
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
会
員
の
中
澤
さ
ん
の
会
社
の
伊
豆
高
原
に
あ
る
寮
の
美
味
し
い
食
事
や
温
泉
目
当
て
に
、
月

例
山
行
以
外
に
も
個
人
山
行
で
数
多
く
ご
一
緒
し
ま
し
た
ね
。

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は
サ
チ
子
さ
ん
が
所
有
し
て
い
た
、
千
葉
大
原
に
あ
る
田
舎
屋
を
改
造
し
た
別
宅
を
自
分
た
ち
の
憩
い
の
場
に
し
た

く
て
、
手
の
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
屋
根
裏
を
改
装
す
る
た
め
に
通
っ
た
日
々
。
毎
回
、
作
業
後
に

サ
チ
子
さ
ん
の
作
る
、
鯛
の
浦
で
仕

入
れ
た
、
鯛
料
理
に
は
じ
ま
り
大
原
漁
港
の
新
鮮
な
魚
介
、
裏
の
竹
林
か
ら
掘
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
庭
の
焚
き
火
で
焼
い
て
食
べ
た
り
、
夜
通
し

飲
ん
で
歌
っ
て･･･

。
考
え
て
み
れ
ば
、
あ
の
頃
は
皆
若
か
っ
た
で
す
ね
～
。
山
遊
会
の
青
春
時
代
だ
っ

た
気
が
い
た
し
ま
す
。

後
年
に
は
、
東
北
シ
リ
ー
ズ
の
七
時
雨
山
荘
に
も
、
大
西
さ
ん
の
案
内
で
通
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

ご
一
緒
し
た
か
っ
た
旅
な
ど
残
っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
機
会
が
出
来
た
ら
サ
チ
子
さ
ん

を
思
い
出
し
な
が
ら
歩
い
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

合
掌

辻
橋

（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
日
ご
逝
去
）



◯

来
年
度
山
行
予
定

山
行
係
辻
橋
さ
ん
よ
り
10

月
く
ら
い
に
は
、
来
年
度
の
山
行
予
定
表
を
作
り
た

い
の
で
、
皆
か
ら
希
望
の
山
や
月
当
番
な
ど
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
た
い
。

◯

そ
の
他
：
(1)

講
習
会
開
催
の
希
望

山
遊
会

に
地
質
に
詳
し
い
方
が
い
る
。
9
月
に
予
定
し
て

い
る
定
例
山
行
の
丹
沢
は
裏
と
表
で
は
だ
い
ぶ
地
質

の
違
い
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
の

話
な
ど
聞
い
て
み
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た

(2)

8
月
月
例
集
会
に
つ
い
て

8
月
の

集
会
は
参
加
者
が
少
な
い
の
で
、
来
年
か
ら
夏
休
み

に
し
て
集
会
は
無
し
に
し
ま
し
ょ
う
と
の
案
が
出
た
。

9
月
集
会

日
時

9
月
26
日
（
木
）

18:45
～

19:45

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
小
池
、
木
村
、
辻
橋
、
江

村
、
大
野
、
中
臺

計
8
名

記
録

辻
橋

◯

山
行
報
告

9
月
定
例
山
行
「
大
室
山
」

（
係

渡
辺
）

計
7
名
参
加
。
高
低
差
千

ｍ
、
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
っ
て
い
た
の
で
、
何
と
か

予
定
時
間
通
り
に
い
っ
た
が
、
犬
越
路
か
ら
の
悪
路

の
下
山
で
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
為

ユ
ッ

ク
リ
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
方
々
は
、
い
つ
に
な
く
翌

日
は
身
体
中
の
筋
肉
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ご
め
ん
な
さ
い
（
辻
橋)

。
目
的
だ
っ
た

テ
ン
ニ
ン

ソ
ウ
は
、
2
箇
所
ほ
ど
の
保
護
地
に
僅
か
に
咲
い
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
。
山
頂
近
く
に
沢
山
の
ト
リ
カ
ブ

ト
が
あ
り
、
道
中
に
花
は
ア
レ
コ
レ
あ
っ
た
し
、
鳥

の
声
も
多
か
っ
た
。

◯

そ
の
他

(1)

過
去
の
山
遊
会
講
演
会
の
講
師

紹
介
記
事
に
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
た(

2
度
目)

。

「
穏
便
に
対
処
を
」
と
の
皆
の
意
見
で
講
師
の
了
解

を
得
た
う
え
で
一
部
文
字
の
訂
正
を
さ
せ
て
頂
く
。

(2)

山
行
の
留
守
係
を
引
き
受
け
る
の
は
良
い
が
何

か
あ
っ
た
時
、
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
、
全
く
わ

か
ら
な
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
色
々
話
し
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
審
議
と
す
る
。

(3)
山
遊
会
員
で
は
な
い
が
「
次
回
の
赤
ボ
ッ
コ
に

参
加
し
た
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ゲ
ス
ト
参
加
と
し

て
承
認
す
る
。
ま
た
、
ご
家
族
の
都
合
で
山
遊
会
を

退
会
し
た
谷
田
氏
よ
り
「
11
月
の
読
図
山
行
に
参
加

し
た
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
当
件
も
承
認
す
る
。

10
月
集
会

日
時

10
月
24
日
（
木
）

18:45
～

20:00

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
山
崎
、
小
池
、
木

村
、
中
臺

計
7
名

記
録

辻
橋

◯

審
議
に
入
る
前
、
19
号
台
風
等
荒
天
に
よ
る

被
害
に
つ
い
て
情
報
交
換
（
高
尾

他
）

◯

山
行
計
画

・
10
月
定
例
山
行
「
赤
ボ
ッ

コ
」
（
係

小
池
）
の
コ
ー
ス
状
況
に
つ
い
て
は
台

風
の
影
響
は
な
い
と
の
こ
と
。
久
し
ぶ
り
に
二
桁
の

参
加
者
予
定
（
14
名
、
多
摩
支
部
の
杉
田
さ
ん
の

参
加
予
定
）

・
12
月
14
日(

土)

予
定
の
定
例
山
行
「
高
尾
山

清
掃
登
山
」(

係

中
臺)

に
お
い
て
は
往
路
・
復
路

と
も
台
風
被
害
か
ら
の
復
旧
状
況
に
よ
り
変
更
の
可

能
性
あ
り
と
の
こ
と
。

11
月
集
会

日
時

11
月
28
日
（
木
）

18:45
～

20:00

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
松
島
、
武
藤
、
小
池
、
辻

橋
、
石
光
、
染
谷
、
大
野
、
中
臺

計
10
名

記
録

中
臺

議
事

◯

山
行
報
告

(1)

10
月
定
例
山
行

「
赤
ボ
ッ
コ
」
（
係

小
池
）

久
し
ぶ
り
に
二
桁

14
名
の
参
加
予
定
だ
っ
た
が
11
名
に
な
っ
た
。

多
摩
支
部
・
杉
田
さ
ん
ゲ
ス
ト
参
加

天
気
も
良
く

赤
ぼ
っ
こ
か
ら
は
青
梅
市
街
地
、
奥
多
摩
の
山
々
が

一
望
で
き
た
。
途
中
道
標
が
な
く
、
少
し
迷
っ
た
。

下
見
は
必
要
だ
と
感
じ
た
。

(2)

11
月
定
例
山
行

読
図
山
行
「
飯
能
ア

ル
プ
ス
の
大
高
山
」
（
係

大
西
）

昨
年
の
続
き

飯
能
ア
ル
プ
ス

天
覚
山
～
大
高
山
ま
で
歩
く
。
小

雨
模
様
だ
っ
た
が
4
名
の
参
加
者
で
内
容
の
濃
い

山
行
だ
っ
た
。
途
中
誰
に
も
会
わ
ず
、
9
ヶ
所
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
も
ほ
ぼ
確
認
で
き
、
地
形
図
の

読
図
、
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
は
か
な
り
習
得
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。
11
月
は
落
葉
で
見
通
し
が
良
く
、

コ
ー
ス
は
落
葉
に
覆
わ
れ
読
図
・
コ
ン
パ
ス
を
使
用

す
る
山
行
に
最
適
。

◯

山
行
計
画

12
月
定
例
山
行
「
高
尾
山
清

掃
登
山
」
（
係

中
臺
）
「
稲
荷
山
コ
ー
ス
」
と

「
6
号
路
コ
ー
ス
」
を
予
定
、
参
加
人
数
に
よ
り

コ
ー
ス
変
更
の
可
能
性
も
。
忘
年
会
は
ミ
ラ
イ
ザ
カ

高
尾
南
口
店
に
決
定
し
た
。

・
定
例
山
行
予
定
（
山
行
係

辻
橋
さ
ん
よ
り
）

2
月
、
3
月
山
行
計
画
変
更

2

月
定
例
山
行
係
り
予
定
の
片
山
さ
ん
が
膝
の
調
子
が

悪
く
辞
退
（
残
念
な
が
ら
「
ラ
ッ
セ
ル
片
山
」
の
勇

姿
は
膝
が
治
っ
た
ら
）→

「
北
八
ヶ
岳
」
係
松
島
、

辻
橋
。
3
月
定
例
山
行
は
未
定
、
早
急
に
決

め
ま
し
ょ
う
。
次
会
集
会
ま
で
持
越
し
。

パ
ソ
コ
ン
対
応
し
て
い
な
い
方
＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
案
内
を
見
ら
れ
な
い
方
、
議
事
録
を
郵
送
で
受

け
て
い
る
方
、
行
き
た
い
山
行
が
あ
る
時
は
早
め
に

係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
計
画
書
を
送
り
ま
す
（
年

間
山
行
計
画
係

辻
橋
ま
で
）
。

◯

そ
の
他
：
(1)

山
行
計
画
書
・
報
告
書
原
稿
作
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小
島
守
夫
さ
ん
へ

小
島
さ
ん
と
は
長
い
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。

昔
、
私
が
在
籍
し
て
い
た
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
（
Ｅ
Ｗ
Ｋ
）
」
は
、
５
年
毎
に
海
外
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
を
探
訪
す
る
記
念
山
行
を

し
て
お
り
、
30
周
年
記
念
の
行
き
先
を
探
し
て
い
た
お
り
、
イ
ン
ド
の
名
峰
、
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
の
ピ
ン
ダ
リ
氷
河
舌
端
近
く
の
草
原
に
咲
く
、
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
小
島
さ
ん
で
し
た
。
資
料
を
お
借
り
し
た
り
、
当
時
、
最
奥
地
の
集
落
に
住
む
子
供
達
を
写
し
た
写

真
を
預
か
っ
て
渡
し
た
り
。
そ
の
ご
縁
で

栃
木
の
山
々
へ
彼
方
此
方
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
冬
期
の
雲
竜
瀑
布
へ
写
真
を
撮
り
に
二
、

三
度
行
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
高
原
山
の
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
大
群
落
、
古
賀
志
山
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
、
そ
の
他
ご
一
緒
し
て
い
た
だ
い
た
山
々

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
日
光
に
行
く
と
必
ず
寄
る
、
美
味
し
い
中
華
料
理
店
「
翠
園
」
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
小
島
さ
ん
で
す
。

山
遊
会
で
江
村
さ
ん
と
当
番
山
行
で
袈
裟
丸
山
を
計
画
し
た
お
り
、
下
山
コ
ー
ス
か
ら
登
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
お
ス
ス
メ
の
下
山
コ
ー
ス
を
案

内
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
行
で
は
、
た
ま
た
ま
素
晴
ら
し
い
お
花
の
開
花
時
期
に
当
た
っ
て
、
シ
ロ
ヤ
シ
オ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ア

カ
ヤ
シ
オ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。
こ
の
時
を
ご
縁
に
山
遊
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
栃
木
山
岳
連
盟
の
要
職

に
あ
っ
て
ご
多
忙
で
あ
り
な
が
ら
、
山
遊
会
の
栃
木
の
山
が
あ
る
時
に
、
時
々
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
前
か
ら
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
2
月
初
め
に
電
話
を
頂
き
、
退
院
し
た
の
で
春
に
は
歩
け
る
と
思
う
か
ら
、
近
間
の
お
花

を
見
に
来
て
よ
、
と
お
誘
い
頂
き
、
江
村
さ
ん
と
「
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
て
い
た
矢
先
、
2
月
12

日
ご
逝
去
と
伺
い
驚
き
ま
し
た
。
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
遠
征
の
隊
長
で
出
か
け
、
自
分
だ
け
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
い
て
、

登
山
中
の
仲
間
全
員
を
雪
崩
事
故
で
亡
く
し
て
い
る
小
島
さ
ん

、
長
い
間
胸
に
収
め
て
い
た
皆
様
と
あ
ち
ら
で

お
会
い
出
来
て
今
き
っ
と
積
も
る
話
を
し
て
い
ま
す
ね
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

辻
橋

（
二
〇
二
〇
年
二
月
十
二
日
ご
逝
去
）



成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
件)

・
新
入
会
員
が
積
極
的
に

山
行
係
り
を
担
当
し
、
原
稿
作
成
に
対
す
る
苦
手
意

識
を
持
た
せ
な
い
よ
う
な
原
稿
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
検
討
し
た
い
。

・
協
議
し
、
統
一
に
よ
り
個

性
や
面
白
味
が
亡
く
な
ら
な
い
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(2)

登
山
計
画
書
（
自
動
入
力
）
山
行
計
画
書
、
山

行
報
告
書
に
お
け
る
個
人
情
報
の
件

・
渡
辺
代
表

作
成
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
登
山
計
画
書
や

山
行
係
が
作
成
す
る
山
行
計
画
書
、
山
行
報
告
書
に

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
の
で
取
り
扱
い
に
注
意

が
必
要
。

・
係
り
が
作
成
す
る
計
画
書
・
報
告
書

に
は
個
人
の
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
渡
辺
代
表
が
作
成
す
る

登
山
計
画
書
は
フ
ォ
ー
ム
と
配
布
先
を
再
検
討
す
る
。

12
月
集
会

日
時

12
月
26
日
（
木
）

18:55
～

19:40

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
中
臺
、
染
谷

計
5
名

記
録

染
谷

◯

山
行
報
告

12
月
定
例
山
行

高
尾
山

「
高
尾
山
清
掃
登
山
」
（
係

中
臺
）

・
Ａ
：
稲

荷
山
コ
ー
ス
班
、
Ｂ
：
6
号
路
コ
ー
ス
班
と
昼
食

ス
ペ
ー
ス
確
保
班
に
わ
け
行
動
。

・
Ａ
班
は
、
喜

多
さ
ん
と
早
い
段
階
で
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
。
Ｂ
班

は
、
土
が
流
れ
た
の
か
古
い
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
。
最

大
の
ゴ
ミ
は
テ
ン
ト
一
式
を
回
収
し
た
。
ザ
イ
ル
を

持
参
し
た
の
は
有
効
だ
っ
た
。

・
全
員
集
合
し
て

予
定
し
て
い
た
場
所
で
昼
食
。
帰
路
は
4
号
路→

2
号
路→

病
院
コ
ー
ス
で
下
山
。

【
反
省
点
】

①
単
独
の
行
動
は
注
意
し
た
い
。

②
班
分
け
の
際
、

持
参
し
て
い
る
装
備
で
メ
ン
バ
ー
を
考
え
た
い
。

③
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
も
っ
と
厚
手
の
も
の
を
用
意
の
こ

と
（
辻
橋
）

④
留
守
番
役
／
二
戸
さ
ん
へ
の
下
山

連
絡
を
失
念
（
中
臺
）
、
係
は
2
名
が
望
ま
し
い
。

◯

山
行
計
画

3
月
定
例
山
行
「
日
光
沢
」

（
担
当

渡
辺
）
3
月
14
日
（
土
）
～
15
日

（
日
）
に
予
定
。

4
月
以
降
定
例
山
行
予
定

・

4
月

花
見
山
行
（
辻
橋
）

・
5
月

5/23
～

24

天
城
山
（
渡
辺
）

・
6
月

茅
ケ
岳
（
係

り
未
定
）

・
7
月

場
所
未
定
（
保
坂
・
依
頼
）

・
8
月

沢
登
り
（
古
閑
・
依
頼
）

・
9

月

石
裂
山
（
中
臺
）

・
10
月

浅
間
嶺
（
小

池
）

・
11
月

読
図
山
行
（
大
西
）

・
12

月

清
掃
登
山
（
中
臺
）

2021
年

・
1
月

場
所
未
定
染
谷
）

・
2
月

場
所
、
係
未
定

・

3
月

場
所
、
係
未
定

◯

そ
の
他

ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
勉
強
会
（
講
師
：
大
西

会
員
）
毎
月
集
会
日

18:30
～

18:45
開
催

ロ
ー
プ
6

㎜

約
4
ｍ
を
各
自
持
参

使
い
道
の
多
い
も
の

か
ら
講
習

・
12
月
の
集
会
開
催
日
：
月
末
は
忙

し
い
の
で
第
3
週
く
ら
い
が
有
難
い
（
渡
辺
）
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2019年総会 4月25日(木)18:45～19:30
渡辺代表が議長として、出席者13名と委任状27名を確認し40名となり、会員数45名の2/3を充足
し、総会の成立を宣した。

・1号議案 平成29年度事業報告：(渡辺代表)･･･(承認)
◇定例山行(日にち 目的山名 担当 参加者数)
2018年 4月14日(土) 高尾山薬王院・山遊会設立15周年記念昼食会 松島 12名

5月25日(金～26日(土)) 鹿倉山 小池 4名
6月9日(土) 日光・高山 中臺 7名（含ゲスト1名）
7月7日(土)～8日(日) 高峰山 染谷 6名
8月25日(土)～26日(日) 信越トレイル 保坂 8名
9月16日(日) 箱根 鷹巣山、浅間山、湯坂路 武藤 7名

10月13日(土)～14日(日) 愛鷹山（越前岳）、宝永山 渡辺 7名

11月10日(土) 奥武蔵アルプス・天覚山（読図） 大西 9名

12月16日(土) 高尾山清掃登山 中臺 7名

2019年 1月19日(土) 日和田山～物見山 辻橋 9名

2月24日(土) 入笠山 松島 9名

3月2日(土)～3日(日) 西吾妻山 片山 7名
2018年4月～2019年3月：実施12回、中止0回、参加者数：92名(年間平均7.7名)前年+5名

◇その他
・2018年4月26日 総会にて「山遊会だより28号」発行、配布
・会員動向
入会：2018年4月＝柳田さん、6月＝加藤さん、7月＝小松さん、9月＝谷田さん、10月＝

大野さん、2019年2月＝小笠原さん、3月＝木村さん（7名）
退会：2018年5月＝藤山さん、12月谷田さん（ご家族ケアの為）、2019年3月＝若槻さん

（規約に則り）、成瀬夫妻・島田さん（ご本人からの申告）（6名）

・2号議案 2018年度（平成30年度）会計報告と2019年度（平成31年度）予算案･･･(承認)
会計担当山崎さんより報告
・山遊会2018年度（平成30年度）会計報告書 2018年4月１日～2019年3月31日･･･(別紙)
・4月1日に会計監査を行い適正に処理されていることを確認いたしました（辻橋）
・2019年度は会計は厳しい状況である。15周年記念手拭在庫106枚（紫：38、綠：23、紺：

45）の拡販を願いたい。

・3号議案 2019年度（平成30年度）活動計画案･･･(承認)
山行係、辻橋副代表より活動予定説明
◇定例山行（日にち、目的山名、担当）

2019年
【 4月】4/6(土)、美の山、辻橋
【 5月】5/11(土)～12(日)、大菩薩、松島
【 6月】6/15(土)～16(日)、天城山、渡辺
【 7月】7/13(土)～14日(日)、美ヶ原、保坂
【 8月】8/24(土)、御岳山、武藤
【 9月】9/14(土)、大室山、渡辺
【10月】10/26(土)、赤ぼっこ、小池
【11月】11/23(土)、読図山行（目的地未定）、大西
【12月】12/14(土)、清掃忘年山行(高尾山予定)、中臺
2020年
【 1月】日程未定、三浦冨士、染谷
【 2月】 日程未定、西吾妻山、片山
【 3月】 日程未定、北八ヶ岳(詳細目的地未定)、松島

◇その他
・読図は勉強会が必要。
・清掃登山は目的地、要再検討。
・2019年4月25日 「山遊会だより29号」100部発行･･･総会にて配布

以前はお店・山グッズ紹介や新人紹介等の囲み記事があった。紙面構成の都合もあるが
掲載再検討。前年150部作成で残部数あり

・4号議案 平成29年度世話役人事：(渡辺代表)･･･(承認)

代表 渡辺真一
副代表 大西 攻、辻橋明子
会計・庶務 山崎浩子、染谷美佐子
監査 辻橋明子
名簿管理担当者 保坂惠子
イベント係 辻橋明子、松島岳生
記録係 染谷美佐子、辻橋明子
山行係 辻橋明子、江村美津子
ホームページ担当 中臺文夫、渡辺真一(下線はメイン担当者)
会報担当(山遊会だより) 渡辺真一、染谷美佐子(下線はメイン担当者)

1号から4号議案まで異議なく承認され総会を閉会し、引き続き4月月例会を開催した。



◆

2
0
2
0
年

◆

1
月
集
会

日
時

1
月
23
日
（
木
）

18:50
～

20:00

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
染
谷
、
柳
田
、
木

村
、
中
臺

計
7
名

記
録

染
谷

◯
山
行
報
告

1
月
定
例
山
行
「
三
浦
富
士
」

（
係

染
谷
）
1
月
18
日
（
土
）
京
急
長
沢
駅

10
時
集
合
、
あ
い
に
く
の
天
候
だ
っ
た
が
予
定
通
り

の
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。
三
浦
富
士→
砲

台
山→

武
山→

京
急
津
久
井
浜
、
三
浦
半
島
の
南

端
の
山
で
初
雪
に
遭
遇
。
こ
れ
も
思
い
出
で
す
。
久

里
浜
の
「
一
升
屋
」
で
新
年
会
＆
反
省
会
。

◯

そ
の
他

・
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
勉
強
会
（
講
師
：
大

西
会
員
）

18:00
～
45
で
開
催
し
た
。

・
集
会
時
に

例
会
山
行
の
参
加
者
は
募
る
が
、
係
り
か
ら
1
週

間
前
を
め
ど
に
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
最
終
の
参
加
者

を
確
定
す
る
。

・
緊
急
連
絡
先
を
お
願
い
す
る
の

が
山
行
の
直
前
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
年
間
計

画
の
段
階
で
決
め
て
お
い
た
ら
ど
う
か→

検
討
し

た
い
。

・
今
後
、
緊
急
時
の
実
地
訓
練
や
、
山
岳

保
険
の
研
究
は
必
要

2
月
集
会

日
時

2
月
27
日
（
木
）

18:45
～

19:50

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
松
島
、
辻
橋
、
染
谷
、
中

臺

計
6
名

記
録

染
谷

山
行
報
告

(1)

1
月
個
人
山
行

「
美
ヶ

原
・
王
が
鼻
ホ
テ
ル
泊
」
1
月
26
日
（
日
）
～

27
日
（
月
）
参
加
者
：
山
崎
、
中
村
、
辻
橋
、
江

村
、
染
谷
、
中
臺

6
名

・
楽
し
み
に
し
て
い

た
雪
景
色
は
雪
不
足
で
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に
残
念

だ
っ
た
が
、
周
辺
の
山
々
の
展
望
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
（
染
谷
）
。

・
宿
へ
は
路
線
バ
ス
は
な
く
、
宿

の
送
迎
バ
ス
の
み
な
の
で
注
意
（
辻
橋
）

(2)

2
月
例
会
山
行
「
北
八
ヶ
岳
・
麦
草
ヒ
ュ
ッ

テ
」
（
担
当
：
辻
橋
）

2
月
23
日
（
日
）
～

24
日
（
月
）→

参
加
者
が
集
ま
ら
ず
中
止

◯

そ
の
他

・
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
勉
強
会
（
講
師
：
大

西
会
員
）

18:30
～
45
開
催
し
た
。

・
会
員
動
静

武
藤
さ
ん
が
山
遊
会
を
退
会
と

連
絡
あ
り
（
渡
辺
）

・
山
行

計
画
書
の
記
載
事
項
を
あ
る
程

度
統
一
し
た
い→
HP
の
「
お

知
ら
せ
」
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
を
ア
ッ
プ
す
る
（
中
臺
）
。

・
他
の
同
好
会
と
山
行
を
コ

ラ
ボ
す
る
こ
と
も
考
え
て
み
た

い
。

・
追
記

2
月
例

会
山
行
「
北
八
ヶ
岳
・
麦
草

ヒ
ュ
ッ
テ
」
が
中
止
に
な
っ
た

た
め
連
続
し
て
い
た
山
行
が
途

切
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た

が
、
懇
親
会
に
お
い
て
、
松
島

さ
ん
が
体
調
回
復
し
足
慣
ら
し

の
た
め
29
日
（
土
）
に
高
尾

山
へ
行
か
れ
る
と
伺
い
、
辻
橋

さ
ん
、
染
谷
さ
ん
、
中
臺
が
参

加
し
、
急
遽
代
替
2
月

例
会
山
行
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
（
当
日
の
山
行
は
古

閑
さ
ん
も
参
加
）
（
中
臺
）
。

3
月
集
会

日
時

3
月
26
日
（
木
）

18:45
～

19:20

出
席
者

渡
辺
、
松
島
、
辻
橋
、
染
谷
、
大
野
、
中

臺

計
6
名

記
録

染
谷

◯

山
行
報
告

2
月
定
例
山
行

・
予
定
の

北
八
ヶ
岳
の
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
中
止
に
な
っ
た
。

・
連
続
し
て
い
た
山
行
が
途
切
れ
て
し
ま
う
た
め
、

松
島
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
山
行
を
代
替
に
例
会
山
行
と

し
た
。→

2
月
29
日
（
土
）
高
尾
山
に
L
松

島
、
辻
橋
、
古
閑
、
染
谷
、
中
臺
の
5
名
が
参
加
。

清
滝
駅
（
一
〇
時
）
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
高
尾
山
駅

か
ら
歩
き
始
め
る
。
薬
王
院
の
裏
道
か
ら
高
尾
山
山

頂
へ
、
1
時
間
ほ
ど
休
憩
（
辻
橋
さ
ん
か
ら
抹
茶
の

提
供
あ
り
）
。
4
号
路
か
ら
2
号
路
、
ご
ろ
ご

ろ
坂
、
高
尾
病
院
横
経
由
で
下
山
。
清
滝
駅
近
く
の

蕎
麦
屋
で
反
省
会
。

◯

山
行
計
画

4
月
例

会
山
行
「
湯
河
原

城
山
」
（
担
当
：
辻
橋
）
は

3
月
30
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
中
止
を
決
定

◯

そ
の
他

・
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
勉
強
会

講
師
の
大

西
会
員
が
欠
席
の
た
め
今
回
は
な
し
。

・
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
4
月
の
総
会
を
5
月
28
日

（
木
）
に
延
期
す
る
。

・
「
山
遊
会
だ
よ
り
」
の

発
行
も
総
会
時
と
す
る
。

山遊会だより 2020年（令和2年）5月28日( 36 )

登山計画書・山行報告書作成ガイドライン【案】
登山計画書・山行報告書作成のためのガイドライン案を作成いたしました。あくまで目安ですの
で、各位が山行・報告の係を担当された際の参考にしていただければと思います。内容等にお気
づきの点がありましたらご連絡をお願いいたします（中臺)。

☆ 登山計画書（山行計画書）
定例山行･個人山行等の係や担当者が、他のメンバーに山行予定・内容を告知するための書類、
ホームページに掲載（「山行計画書」の名称は参加者決定後、家族用・登山ポスト投函用・留
守番役用等に作成する書類とする）。

・必須項目
① 日程
② 目的地
③ 集合時間・場所
④ コース 移動は「⇒」で表記

・コースで乗り物を利用する際カッコ書き表記
ex.（バス）（タクシー） 可能な場合、費用併記

・予定コースタイムを記入する際
ex.時刻＝13:00（24時間表示） 時間＝（0:45）カッコ書き表記

・昼食等時間に幅がある場合「～」表記
ex.（12:00～12:45）
ex. XX9:30発⇒(バス 500円)⇒10:00着◇◇⇒(2:00)⇒△△△(昼食 12:00～12:45)⇒

⑤ 宿泊の場合は宿泊所に関する情報
ex.名称・住所・電話番号・費用等

⑥ 装備及び携帯品
ex.通常日帰り装備、昼食2日分、防寒具、アイゼンまたはスノーシュー・・・

⑦ 担当者名
⑧ 申込締め切り期日
⑨ 留守番役氏名（専任依頼連絡・受諾確認）

・任意項目
・ 集合に関するアクセス

ex. あずさ○○号 ××駅 9:15到着
・ その他反省会に関する事項等の特記事項

☆ 山行報告書
山行企画書の内容を基礎とし以下の項目を追加した、実施山行の報告書。ホームページに掲載。
報告書の作成は参加者のうち担当者の指名した者、もしくは担当者本人。

・必須項目
① 山行当日の実際のコースと、可能であればコースタイム

（コースタイムは記録文においての表記も可）
② 参加者名と人数
③ 記録係名（記録文章・GPS・写真）
④ 山行記録文（定型フォームはないので自由に）


